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一
、
新
美
南
吉
の
宮
沢
賢
治
と
の
出
会
い

新
美
南（

１
）吉

は
小
学
四
年
生
の
国
語
教
材
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
作
者
と
し
て
知

ら
れ
、
宮
沢
賢（

２
）治

は
小
学
五
年
生
の
国
語
教
材
「
や
ま
な
し
」
の
作
者
と
し
て

知
ら
れ
、
東
の
宮
沢
賢
治
・
西
の
新
美
南
吉
と
並
び
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

と
も
に
自
然
豊
か
な
地
方
を
舞
台
に
し
た
童
話
を
書
い
た
点
、
童
話
に
限
ら
ず

詩
や
戯
曲
も
手
が
け
た
点
、
一
時
期
に
教
師
を
し
て
い
た
点
、
独
身
の
ま
ま
早

世
し
た
点
な
ど
で
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
二
人
の
人
生
と

作
品
を
対
照
す
る
試
み
は
散
見
す
る
が
、
南
吉
が
賢
治
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

南
吉
が
最
初
に
賢
治
の
作
品
に
触
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
昭
和
八
年
四
月

の
こ
と
で
あ
る
。
日
記
に
、「
俺
の
触
角
に
ふ
れ
た
も
の
宮
島マ

マ

け
ん
治
の
短
い

童
話
。」（
昭
8
・
4
・
16
）、「
宮
島マ

マ

け
ん
治
の
童
話
に
し
げ
き
さ
れ
て
昨
夜
、

一
ぺ
ん
を
軽
い
気
持
ち
で
書
き
あ
げ
た
。
〃
蛾
と
ア
ー
ク
燈〃

」（
昭
8
・
4
・

17
）
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
「
短
い
童
話
」
と
は
、「
朝
に
就
て
の
童
話
的
構
図
」

（『
天
才
人
』
第
六
輯
、
昭
8
・
3
）
の
こ
と
だ
ろ
う
。
半
年
ほ
ど
後
に
は
、「
宮

沢
顯マ

マ

治
の
死
ん
だ
こ
と
を
き
い
た
。
宮
沢
顯マ

マ

治
は
い
ゝ
童
話
が
た
く
さ
ん
あ
る

だ
ら
う
。
〃
朝
の
童
話
的
構
図〃

、
あ
れ
は
す
ば
ら
し
い
感
覚
的
な
童
話
だ
つ

た
。」（
昭
8
・
11
・
29
）
と
記
し
て
い
る
。「
朝
に
就
て
の
童
話
的
構
図
」
と
「
蛾

と
ア
ー
ク
燈
」
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

霧
の
降
る
朝
、
羊
歯
の
森
の
前
に
や
っ
て
来
た
二
匹
の
蟻
の
子
供
が
、
楢

の
木
の
下
に
昨
日
ま
で
な
か
っ
た
大
き
な
も
の
を
発
見
し
て
、
蟻
の
歩
哨

に
あ
れ
は
何
か
と
聞
く
。
歩
哨
も
そ
れ
を
何
か
知
ら
ず
、
陸
地
測
量
部
に

聞
き
に
行
か
せ
た
。
子
供
ら
は
陸
地
測
量
部
か
ら
帰
っ
て
、
あ
れ
は
き
の

こ
だ
と
報
告
す
る
。
歩
哨
は
き
ま
り
悪
そ
う
に
し
て
い
た
が
、
子
供
ら
は

大

沢

正

善

新
美
南
吉
と
宮
沢
賢
治

―
〈
久
助
も
の
〉
と
「
風
の
又
三
郎
」

―
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ま
た
新
し
い
き
の
こ
が
出
て
く
る
の
を
見
て
大
笑
い
す
る
。

活
動
写
真
の
機
械
が
音
を
立
て
始
め
る
と
、
昨
日
の
昼
に
開
い
て
い
た
窓

か
ら
と
び
こ
ん
で
、
活
動
小
屋
の
中
の
白
い
壁
に
は
り
つ
い
て
い
た
蛾

が
、
こ
ん
な
暗
い
所
に
も
人
間
の
子
供
が
い
る
の
を
不
思
議
に
思
っ
た
り
、

昨
日
ま
で
い
た
花
園
の
板
塀
に
産
み
つ
け
た
卵
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

ア
ー
ク
燈
の
光
の
帯
の
中
を
映
写
機
の
方
へ
飛
ん
で
行
く
。
四
角
な
小
さ

い
窓
を
く
ぐ
る
と
、
大
き
な
手
が
蛾
を
叩
き
落
し
て
し
ま
う
。

南
吉
は
小
動
物
か
ら
の
視
点
に
興
味
を
持
っ
た
の
か
、
最
初
の
出
会
い
か
ら

ま
も
な
く
、
草
稿
「
外
か
ら
内
へ
―
或
る
清
算
」（
末
尾
に
「
一
九
三
三
年
六

月
二
四
日
夕
方
」
の
メ
モ
）
に
、「
童
謡
は
―
も
つ
と
大
き
く
言
つ
て
児
童
文

学
は
、
児
童
の
た
め
の
文
学
、
児
童
を
素
材
に
し
た
文
学
と
云
ふ
意
味
で
は
な

い
筈
だ
つ
た
。
昆
虫
記
が
昆
虫
に
与
へ
ら
れ
て
意
義
を
有
つ
で
あ
ら
う
か
。」「
私

達
は
、
外
か
ら
内
を
覗
く
こ
と
を
や
め
る
。
内
に
ひ
そ
ん
で
、
う
に
の
様
に
外

に
向
か
ふ
。」「
昆
虫
の
客
観
を
棄
て
ゝ
、
昆
虫
の
主
観
を
持
た
う
。」
な
ど
と

記
し
て
い
る
。
一
ヶ
所
に
は
「
蟻
」
の
字
が
書
き
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文

章
に
つ
い
て
西
田
谷（

３
）洋

は
、「
外
的
視
点
は
作
中
人
物
の
内
面
を
不
可
知
化
す

る
一
方
で
視
点
の
位
置
・
立
場
や
表
現
に
よ
っ
て
対
象
解
釈
が
断
片
的
に
変
容

し
、
内
的
視
点
は
作
中
人
物
の
内
面
が
呈
示
さ
れ
る
。」「
南
吉
童
話
は
、
大
き

な
物
語
に
対
し
個
人
的
な
認
知
・
情
動
の
全
体
化
に
よ
っ
て
別
の
大
き
な
物
語

を
目
指
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。」
な
ど
と
指
摘
す
る
。
内
的
視
点
か
ら
出
発

し
て
大
き
な
物
語
を
目
指
し
た
と
い
う
指
摘
は
、や
が
て
「
久
助
君
の
話
」（『
お

ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
所
収
形
、
昭
17
・
10
）
の
末
尾
で
、
久
助
が
同
級
生
兵

太
郎
の
意
外
な
一
面
に
直
面
し
、「
知
ら
な
い
少
年
」
→
「
知
ら
な
い
人
間
」

と
一
般
化
し
な
が
ら
、「
新
し
い
悲
し
み
」
を
知
る
に
至
る
と
い
う
、
大
き
な

物
語
の
出
現
を
予
言
す
る
。

こ
の
時
点
で
の
賢
治
か
ら
の
影
響
を
探
っ
て
み
る
。
南
吉
は
前
年
の
昭
和
七

年
四
月
に
東
京
外
国
語
学
校
に
入
学
し
、
苦
学
の
収
入
源
に
な
れ
ば
と
〈
幼
年

童
話
〉
を
書
き
始
め
て
い
た
。『
校
定
新
美
南
吉
全
集
』（
以
下
『
校
定
全
集
』）

の
解（

４
）説

に
よ
れ
ば
、「
幼
年
童
話
の
ほ
と
ん
ど
は
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
三

年
の
間
、
一
九
三
五
年
五
月
ご
ろ
、
一
九
四
一
年
の
末
か
ら
一
九
四
二
年
二
月

ご
ろ
、と
い
う
三
つ
の
時
期
に
書
か
れ
て
い
る
」。
第
一
の
時
期
に
お
い
て
は「
サ

ル
ト 

サ
ム
ラ
イ
」「
ナ
ガ
レ
ボ
シ
」「
ミ
チ
コ
サ
ン
」「
カ
タ
ツ
ム
リ
ノ 

ウ
タ
」

「
ラ
ツ
パ
」
が
書
か
れ
、
第
二
の
時
期
は
「
朝
に
就
て
の
童
話
的
構
図
」
に
触

発
さ
れ
て
す
ぐ
の
時
期
に
当
り
、
五
月
に
は
「
カ
ナ
ヅ
チ
」「
カ
ゴ
カ
キ
」「
セ

ン
セ
イ
ノ 

コ
」「
デ
ン
デ
ン
ム
シ
」
が
集
中
的
に
書
か
れ
て
い
る
。
第
一
の
時

期
の
五
篇
は
、「
カ
タ
ツ
ム
リ
ノ 

ウ
タ
」
で
王
様
が
子
供
の
頃
に
母
が
「
デ
ン

デ
ン 
ム
シ
ム
シ
」
の
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
よ
う
に
、
主
人

公
は
全
て
人
間
で
あ
る
。
第
二
の
時
期
の
四
篇
の
う
ち
「
デ
ン
デ
ン
ム
シ
」
は
、
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生
ま
れ
た
ば
か
り
の
デ
ン
デ
ン
ム
シ
が
、
初
め
て
見
る
ハ
ツ
パ
や
ア
サ
ツ
ユ
に

つ
い
て
母
に
質
問
し
、
母
は
答
え
る
が
、「
ソ
ラ
ノ 

ム
カ
フ
ニ 

ナ
ニ
ガ 

ア
ル

ノ
？
」
と
い
う
質
問
に
は
答
え
ら
れ
な
い
。
小
動
物
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る

が
、
空
の
向
こ
う
の
大
き
な
物
語
を
ま
だ
用
意
で
き
て
い
な
い
。
賢
治
の
姓
名

を
正
し
く
記
し
て
い
な
い
し
、
小
編
一
篇
に
触
れ
た
だ
け
で
は
、
深
い
影
響
に

至
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
第
三
の
時
期
に
書
か
れ
た
「
デ
ン
デ
ン
ム
シ

ノ 

カ
ナ
シ
ミ
」（
昭
10
・
5
頃
）
で
は
、「
イ
ツ
ピ
キ
ノ 

デ
ン
デ
ン
ム
シ
」
が

自
分
の
悲
し
み
を
友
だ
ち
に
訴
え
て
回
り
、
「
カ
ナ
シ
ミ
ハ 

ダ
レ
デ
モ 

モ
ツ

テ
ヰ
ル
ノ
ダ
。（
略
）
ワ
タ
シ
ハ 

ワ
タ
シ
ノ 
カ
ナ
シ
ミ
ヲ 

コ
ラ
ヘ
テ 

イ
カ

ナ
キ
ヤ 

ナ
ラ
ナ
イ
」
と
考
え
る
に
至
る
。「
デ
ン
デ
ン
ム
シ
」
と
い
う
小
動
物

を
く
り
返
し
モ
チ
ー
フ
に
し
た
こ
と
で
、
誰
で
も
が
抱
え
る
「
カ
ナ
シ
ミ
」
と

い
う
大
き
な
物
語
に
た
ど
り
着
い
た
と
は
言
え
よ
う
。
友
だ
ち
に
悲
し
み
を
訴

え
て
回
る
設
定
は
、
賢
治
の
「
よ
だ
か
の
星
」
に
似
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、「
朝
に
就
て
の
童
話
的
構
図
」
が
掲
載
さ
れ
た
同
人
誌
『
天
才
人
』

は
、
昭
和
七
年
秋
に
「
盛
岡
市
外
新
庄 

天
才
人
社
」
か
ら
創
刊
さ
れ
、
百
部

程
度
を
活
版
印
刷
し
、
こ
の
第
六
輯
で
終
刊
し
た
。
発
行
者
の
松
田
幸
夫
は
、

賢
治
の
い
と
こ
の
関
徳
弥
や
『
岩
手
日
報
』
の
学
芸
部
長
で
賢
治
と
交
流
の

あ
っ
た
森
佐
一
を
通
じ
て
、
こ
の
小
編
を
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
ろ
う
。
関

も
森
も
『
天
才
人
』
へ
の
投
稿
者
だ
っ
た
。
三
月
三
十
一
日
に
森
は
『
岩
手

日
報
』
で
「
こ
の
一
篇
の
た
め
に
だ
け
で
こ
の
「
天
才
人
」
第
六
輯
は
輝
か
し

い
存
在
と
な
る
で
せ
う
。」
と
記
し
、
五
月
十
四
日
に
は
松
田
と
と
も
に
病
床
の

賢
治
を
訪
問
し
た
。
そ
の
九
月
二
十
一
日
に
賢
治
は
没
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
地
方
の
小
さ
な
同
人
誌
が
南
吉
の
目
に
触
れ
た
の
は
、
花
巻
と
盛
岡

の
中
間
に
位
置
す
る
日
詰
町
出
身
の
巽
聖
歌
を
通
じ
て
だ
っ
た
ろ
う
。『
天
才

人
』
第
六
輯
巻
末
の
「
バ
ツ
ク
・
ナ
ム
バ
ー
」
に
拠
れ
ば
、聖
歌
は
第
二
輯
以
降
、

詩
篇
を
投
稿
し
て
い（

５
）る

。
岡
崎
澄
衛
「「
天
才
人
」
発
刊
の
挨
拶
」（『
岩
手
日
報
』

昭
7
・
6
・
13
）
に
は
、
盛
岡
が
輩
出
し
た
詩
人
と
し
て
賢
治
・
森
・
聖
歌
な

ど
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
聖
歌
は
大
正
十
五
年
か
ら
『
赤
い
鳥
』
に
童

謡
が
掲
載
さ
れ
、昭
和
三
年
に
上
京
、六
年
十
二
月
に
第
一
童
謡
集
『
雪
と
驢
馬
』

（
ア
ル
ス
）
を
刊
行
し
て
い
た
先
輩
で
、
同
月
に
上
京
し
た
南
吉
を
翌
年
一
月

か
ら
九
月
頃
ま
で
下
宿
で
同
居
さ
せ
る
な
ど
、
南
吉
の
面
倒
を
見
た
。
そ
の
よ

う
な
関
係
か
ら
聖
歌
は
、
東
京
で
も
名
前
が
知
ら
れ
始
め
た
賢
治
の
作
品
が
掲

載
さ
れ
た
、
第
六
輯
を
南
吉
に
見
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
や
が
て
、
南
吉
の
第

一
童
話
集
『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』（
昭
17
・
10
）
の
出
版
を
後
押
し
し
た
。

ま
た
、
賢
治
の
没
し
た
翌
年
（
昭
9
・
2
・
16
）
に
、
東
京
新
宿
の
喫
茶
店

「
モ
ナ
ミ
」
で
、『
宮
澤
賢
治
追
悼
』（
草
野
心
平
編
、
昭
9
・
1
）
出
版
記
念

を
兼
ね
て
第
一
回
「
宮
沢
賢
治
友
の
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
宮
沢
清
六
・
高
村

光
太
郎
・
草
野
心
平
な
ど
二
十
余
名
が
参
加
し
、
南
吉
も
聖
歌
と
と
も
に
参
加

し
た
。
聖
歌
の
『
雪
と
驢
馬
』
の
挿
画
を
担
当
し
て
い
た
、
盛
岡
出
身
の
画
家

深
沢
紅

こ
う
こ

子
も
参
加
し
、
そ
う
し
た
い
く
つ
か
の
機
縁
が
あ
っ
て
、
聖
歌
と
南
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吉
は
こ
の
会
に
参
加
し
た
の
だ
ろ
う
。
聖（

６
）歌

は
、「
弟
の
清
六
さ
ん
が
上
京
し

て
き
て
、
詩
集
『
春
と
修
羅
』、
童
話
集
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』、
そ
れ
に
和

綴
の
法
華
経
一
巻
が
み
ん
な
に
配
ら
れ
」、「
南
吉
は
そ
の
と
き
、
お
経
ま
で
つ

い
て
い
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
珍
し
が
り
、
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
っ
て
読
ん
で
い
た
。」

と
回
想
し
て
い
る
。
清
六
が
花
巻
か
ら
持
参
し
た
兄
の
ト
ラ
ン
ク
の
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
、「〔
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
〕」
が
記
さ
れ
た
手
帳
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
集
ま
り
で
あ
る
。「
和
綴
の
法
華
経
一
巻
」
と
は
、
賢
治
の
遺
言
に
よ
っ

て
編
ま
れ
た
『
国
訳
妙
法
蓮
華
経
』
の
こ
と
だ
ろ
う
。
清
六
が
兄
の
ト
ラ
ン
ク

に
売
れ
残
っ
て
い
た
兄
の
詩
集
や
童
話
集
や
『
国
訳
妙
法
蓮
華
経
』
を
詰
め
込

ん
で
上
京
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
聖
歌
は
続
け
て
、「
賢
治
全
集
三
巻
の
企

画
が
こ
の
秋
に
あ
り
」、
文
圃
堂
の
福
井
研
介
が
「
賢
治
全
集
が
発
行
さ
れ
る

ご
と
に
、
わ
ざ
わ
ざ
届
け
に
き
て
く
れ
た
。（
略
）
三
巻
の
発
行
に
一
年
ほ
ど

か
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
が
、
南
吉
も
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
つ
ど
に
読
み
、
難
解
な

方
言
を
聞
き
た
だ
し
、
賢
治
の
ひ
と
と
な
り
に
つ
い
て
、
質
問
し
た
り
し
て
い

た
。」
と
も
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
文
圃（

７
）堂

か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
宮
澤
賢
治
全
集
』

で
、
十
月
に
第
三
巻
の
童
話
篇
か
ら
配
本
さ
れ
、
翌
年
ま
で
に
全
三
巻
が
刊
行

さ
れ
た
。

さ
ら
に
昭
和
十
四
年
に
は
、
三
巻
ま
で
文
圃
堂
版
全
集
の
型
紙
を
利
用
し
て
、

十
字
屋
書（

８
）店

か
ら
『
宮
澤
賢
治
全
集
』（
全
六
巻
別
巻
一
）
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
。

第
一
回
の
配
本
は
第
三
巻
（
童
話
篇
（
上
）、
昭
14
・
6
）
だ
っ
た
。
そ
の
直

前
に
は
松
田
甚
次
郎
編
『
宮
澤
賢
治
名
作（

９
）選

』（
羽
田
書
店
、
昭
14
・
3
、
以

下
『
名
作
選
』）
も
刊
行
さ
れ
た
。『
校
定
全
集
』
の
「
新
美
南
吉
蔵
書
目

（
（1
（

録
」
に
、

文
圃
堂
版
全
集
も
十
字
屋
書
店
版
全
集
も
『
名
作
選
』
も
記
載
が
な
い
。
し
か

し
、
賢
治
の
作
品
か
ら
の
影
響
が
昭
和
十
五
年
頃
か
ら
現
れ
る
。
例
え
ば
日
記

に
、「
高
村
光
太
郎
、
草
の
心
平
の
詩
を
読
む
。
負
け
た
。
平
板
な
表
現
が
な
い
。

ど
ぎ
つ
い
感
覚
。
豊
富
な
ボ
キ
ヤ
ブ
ラ
リ
。
精
神
力
の
強
さ
。
や
ゝ
言
葉
の
マ

ジ
ツ
ク
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
／
草
の
心
平
な
ん
でマ

マ

今
ま
で
頭
か
ら
馬
鹿
に
し

て
ゐ
た
が
。
宮
澤
賢
治
の
影
響
を
見
受
け
る
。」（
昭
15
・
1
・
20
）
と
記
し
、「「
永

訣
の
朝
」
を
鑑
賞
す
る
。
死
ん
で
ゆ
く
妹
に
雪
を
と
つ
て
来
て
た
べ
さ
せ
る
の

だ
。
僕
は
こ
の
詩
を
な
が
い
間
す
ば
ら
し
い
詩
だ
と
思
つ
て
ゐ
た
。
尤
も
何
を

ど
う
誤
解
し
た
も
の
か
、
僕
の
記
憶
の
中
で
は
妹
は
死
ぬ
の
ぢ
や
な
く
て
ど
こ

か
へ
奉
公
に
出
て
ゆ
く
の
だ
。
そ
し
て
食
べ
る
の
は
雪
ぢ
や
な
く
て
、
雪
の
中

を
買
つ
て
く
る
飴
な
の
だ
が
。」（
昭
15
・
2
・
7
）
と
記
し
、
安
城
高
女
時
代

の
教
え
子
が
南
吉
か
ら
献
呈
さ
れ
た
『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』（
昭
17
・
10
）

の
表
紙
見
返
し
に
は
、「
ま
こ
と
の
こ
と
ば
は
う
し
な
は
れ
／
雲
は
ち
ぎ
れ
て

そ
ら
を
と
ぶ
／
…
…
宮
澤
賢
治
の
／
詩
か
ら
」
と
記
さ
れ
て
い

（
（1
（

た
。

二
、「
風
の
又
三
郎
」
か
ら
〈
久
助
も
の
〉
へ

文
圃
堂
版
と
十
字
屋
書
店
版
の
二
つ
の
全
集
が
刊
行
さ
れ
、
賢
治
は
文
学
愛
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好
者
に
知
ら
れ
始
め
た
が
、
一
般
に
知
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
十
四
年
二
月
に

「
ポ
ラ
ン
の
広
場
」「
風
の
又
三
郎
」
が
舞
台
化
（
劇
団
東
童
、
宮
津
博
演
出
、

築
地
小
劇
場
）
さ
れ
、
十
月
に
再
演
（
有
楽
座
）
さ
れ
、
十
二
月
に
『
風
の
又

三
（
（1
（

郎
』（
羽
田
書
店
）
が
刊
行
さ
れ
、翌
年
十
月
に
は
映
画
『
風
の
又
三
郎
』（
島

耕
二
監
督
、日
活
）
が
封
切
ら
れ
た
こ
と
が
機
縁
だ
っ
た
ろ
う
。「
風
の
又
三
郎
」

は
二
つ
の
全
集
の
他
、
十
四
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
名
作
選
』
に
も
所
収
さ

れ
て
い
る
が
、
南
吉
は
坪
田
譲
治
が
編
集
し
解
説
し
た
羽
田
書
店
版
を
読
ん
だ

の
か
も
し
れ
な
い
。
十
六
年
秋
の
書
簡
に
「
宮
澤
賢
治
の
風
の
又
三
郎
を
読

み
感
服
し
ま
し
た　

あ
れ
は
や
は
り
天
才
で
す
ね
」（
歌
見
誠
一
宛
、
昭
16
・

10
・
23
）
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
前
段
に
は
「
短
く
て
も
あ
な
た
の
御
批
評
は

正
当
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。」
と
あ
り
、「
御
批
評
」
と
は
南
吉
が
『
新
児
童

文
化
』（
昭
16
・
7
）
に
発
表
し
た
「
嘘
」
へ
の
批
評
だ
っ
た
よ
う
で
、
別
の

友
人
へ
は
「
そ
ち
ら
は
さ
す
が
東
京
で
す
ね
。
僕
は
ま
だ
自
分
の
本
を
見
て
も

ゐ
な
い
の
で
す
。（
略
）
／
嘘
は
愚
劣
な
作
で
す
。
宮
本マ

マ

賢
治
は
天
才
で
す
か

ら
彼
を
持
ち
出
さ
れ
て
は
参
り
ま
す
。」（
澄
川
稔
宛
、
昭
16
・
9
・
10
）
と
記

し
て
い
る
。
二
つ
の
書
簡
か
ら
判
断
し
て
、
南
吉
の
「
嘘
」
は
賢
治
の
「
風
の

又
三
郎
」
を
持
ち
出
し
て
批
評
さ
れ
る
よ
う
な
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
両
作

品
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

九
月
一
日
に
、
谷
川
の
岸
辺
の
小
学
校
に
北
海
道
か
ら
高
田
三
郎
が
転
校

し
て
き
て
五
年
生
に
入
る
。
三
郎
は
半
ズ
ボ
ン
を
は
き
赤
い
革
靴
を
は

き
、
何
か
を
す
る
と
風
が
吹
く
の
で
、
同
学
年
の
嘉
助
は
伝
承
上
の
「
風

の
又
三
郎
」
だ
と
思
う
。
四
日
の
日
曜
に
六
年
生
の
一
郎
が
嘉
助
や
三
郎

な
ど
四
人
を
連
れ
て
上
の
野
原
に
出
か
け
た
が
、
放
牧
中
の
馬
が
逃
げ
出

し
、
三
郎
と
嘉
助
が
追
い
か
け
て
い
る
う
ち
に
霧
が
出
て
道
に
迷
う
。
昏

倒
し
た
嘉
助
は
夢
う
つ
つ
に
ガ
ラ
ス
の
マ
ン
ト
を
着
て
空
を
飛
ぶ
三
郎
を

見
る
。
そ
の
う
ち
に
、
三
郎
は
み
ん
な
と
仲
良
く
な
る
。
八
日
に
は
さ
い

か
ち
淵
で
泳
ぎ
な
が
ら
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
い
る
と
、
誰
と
も
な
く
「
風
は

ど
っ
こ
ど
っ
こ
又
三
郎
」
云
々
と
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
、
三
郎
は
お
び
え
る
。

十
日
の
風
雨
の
強
い
朝
、
一
郎
が
嘉
助
と
小
学
校
に
駆
け
つ
け
る
と
、
先

生
は
高
田
君
は
ま
た
急
に
転
校
し
た
と
言
う
。
二
人
は
や
っ
ぱ
り
風
の
又

三
郎
だ
っ
た
の
か
と
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

岩や
な
べ滑

の
小
学
五
年
生
の
久
助
が
五
日
間
学
校
を
休
ん
で
い
る
間
に
、
セ
ル

地
の
洋
服
を
着
た
少
年
が
横
浜
か
ら
転
校
し
て
き
て
い
た
。
太
郎
左
衛
門

と
い
う
名
前
だ
が
み
ん
な
も
先
生
も
太
郎
君
と
呼
ん
で
い
た
。
久
助
は
太

郎
左
衛
門
と
帰
る
方
向
が
一
緒
で
、
自
殺
し
た
兄
が
い
る
と
聞
か
さ
れ
た

り
、
彼
の
屋
敷
で
色
白
で
不
気
味
な
姉
を
見
た
り
し
た
。
そ
の
う
ち
に
太

郎
左
衛
門
は
嘘
を
つ
く
と
い
う
噂
が
立
ち
、
久
助
は
、
太
郎
左
衛
門
は
「
二

人
の
人
間
が
半
分
づ
つ
寄
り
あ
つ
て
」
い
る
の
だ
と
思
う
。
五
月
の
日
曜
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に
、
太
郎
左
衛
門
が
久
助
ら
四
人
（
隣
の
席
の
加
市
・
森
医
院
の
徳
一
・

兵
太
郎
）
を
、
峠
を
越
え
た
海
岸
で
愛
国
号
の
曲
芸
飛
行
が
あ
る
か
ら
見

に
行
こ
う
と
誘
う
。
十
二
三
キ
ロ
を
歩
い
て
海
岸
に
着
く
が
愛
国
号
の
姿

は
な
か
っ
た
。
日
が
暮
れ
て
み
ん
な
心
細
く
な
っ
て
い
る
と
、
太
郎
左
衛

門
が
近
く
に
親
戚
が
あ
る
と
言
い
出
し
、
よ
う
や
く
そ
の
家
を
見
つ
け
た
。

今
度
は
嘘
で
は
な
か
っ
た
。
み
ん
な
は
、
そ
の
小
父
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て

電
車
で
岩
滑
に
帰
っ
た
。
久
助
は
、
人
間
は
土
壇
場
で
は
噓
を
言
わ
な
い

し
「
根
本
の
と
こ
ろ
で
は
み
ん
な
よ
く
分
か
り
合
ふ
の
だ
」
と
思
う
。

た
し
か
に
両
作
品
は
似
て
い
る
。
高
田
三
郎
と
太
郎
左
衛
門
は
と
も
に
五
年

生
に
転
校
し
て
来
る
。
未
知
の
土
地
か
ら
来
た
だ
け
で
は
な
く
、と
も
に「
ぼ
く
」

と
自
称
し
、
共
通
語
で
話
し
、
洋
服
を
着
て
い
る
異
質
性
も
加
わ
っ
て
、
本
名

で
は
な
く
呼
ば
れ
る
。
嘉
助
は
霧
の
中
で
ガ
ラ
ス
の
マ
ン
ト
を
着
て
空
を
飛
ぶ

姿
を
見
て
、
三
郎
を
普
通
の
少
年
な
の
か
風
の
精
な
の
か
迷
い
、
久
助
は
太
郎

左
衛
門
の
屋
敷
で
不
気
味
な
姉
に
出
会
い
、
太
郎
左
衛
門
を
都
会
風
の
少
年
な

の
か
嘘
を
つ
く
少
年
な
の
か
迷
う
。
そ
し
て
、
仲
間
と
の
交
流
の
さ
な
か
に
高

田
三
郎
と
太
郎
左
衛
門
の
謎
め
い
た
本
質
が
露
出
し
、
作
品
は
閉
じ
ら
れ
る
。

久
助
は
状
況
を
や
や
外
か
ら
眺
め
る
一
郎
に
も
近
い
だ
ろ
う
。
歌
見
か
ら
の
批

評
は
、
両
作
品
が
謎
め
い
た
転
校
生
を
め
ぐ
る
少
年
た
ち
の
交
流
の
物
語
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
歌
見
宛
書
簡
に
「
風
の
又
三
郎
を
読
み
」

と
記
し
て
い
る
が
、「
嘘
」
を
書
く
前
に
は
読
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。
西
田
良

（
（1
（

子
は
、

南
吉
の
「
朝
に
就
て
の
童
話
的
構
図
」
と
「
風
の
又
三
郎
」
へ
の
関
心
に
気
づ

い
て
い
て
、「
南
吉
の
賢
治
受
容
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
に
は

な
く
、「
風
の
又
三
郎
」
の
よ
う
な
、
子
ど
も
の
心
理
と
生
活
を
リ
ア
ル
に
描

い
た
「
村
童
ス
ケ
ッ
チ
」
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
指
摘
し
た
。
た
だ
、

賢
治
の
「
村
童
ス
ケ
ッ
チ
」
と
南
吉
の
晩
年
の
「
少
年
の
揺
れ
動
く
心
理
を
リ

ア
ル
に
描
い
た
小
説
風
の
作
品
」
と
の
接
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、
む
し

ろ
、
二
人
の
分
岐
点
に
注
目
し
、
人
生
や
思
想
の
比
較
対
照
に
向
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
安
藤
恭

（
（1
（

子
は
賢
治
の
「
村
童
ス
ケ
ッ
チ
」
系
列
の
作
品
と
、
次
に
言
及

す
る
南
吉
の
〈
久
助
も
の
〉
を
対
照
し
て
見
せ
た
が
、
影
響
に
は
踏
み
込
ま

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
「
嘘
」
の
視
点
人
物
で
あ
る
「
久
助
君
」
は
、
す
で
に
「
久
助
君

の
話
」（『
哈
爾
濱
日
日
新
聞
』
昭
14
・
10
）
や
「
川
」〈
Ｂ
〉（『
新
児
童
文
化
』

昭
15
・
12
）
の
主
人
公
あ
る
い
は
視
点
人
物
と
し
て
登
場
し
て
い
た
。「
久
助

君
の
話
」
の
あ
ら
す
じ
は
こ
う
で
あ
る
。
五
年
生
の
久
助
が
、み
ん
な
か
ら
「
ほ

ら
兵
」
と
呼
ば
れ
る
同
級
生
の
兵
太
郎
と
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
兵
太
郎
が
一

瞬
「
寂
し
さ
う
な
眼
差
し
」
を
見
せ
、
久
助
は
「
兵
太
郎
君
は
確
か
に
以
前
の

兵
太
郎
君
だ
が
、（
略
）
別
の
人
間
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
」（
初
出
形
）
と
思
っ

て
閉
じ
ら
れ
る
。
同
級
生
の
中
の
見
知
ら
ぬ
一
面
に
驚
く
点
で
「
嘘
」
と
似
て

い
る
。『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
所
収
形
で
は
、
久
助
は
そ
の
こ
と
を
「
世
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界
が
う
ら
が
へ
し
に
な
つ
た
や
う
」
と
か
「
新
し
い
悲
し
み
」
と
ま
で
感
じ
て

閉
じ
ら
れ
る
。「
川
」〈
Ｂ
〉の
あ
ら
す
じ
は
こ
う
で
あ
る
。
五
年
生
の
四
人（
久
助
・

音
次
郎
・
徳
一
・
ほ
ら
ふ
き
の
兵
太
郎
）
が
夏
に
川
で
遊
ん
で
い
る
と
、
兵
太

郎
が
お
な
か
を
抱
え
て
倒
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
仮
病
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
次

の
日
か
ら
兵
太
郎
は
学
校
に
来
な
く
な
り
、
三
学
期
に
久
助
は
兵
太
郎
が
死
ん

だ
と
い
う
噂
を
耳
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
六
月
に
な
っ
て
、
兵
太
郎
は
親
戚
の
家

に
も
ら
わ
れ
て
い
た
が
そ
こ
が
嫌
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
久
助
は
「
滅
多
な

こ
と
で
は
死
な
な
い
人
間
の
生
命
と
い
ふ
も
の
が
、
本
当
に
尊
く
、
美
し
」
い

と
思
う
。
川
遊
び
の
さ
な
か
に
事
件
が
起
き
る
こ
と
は
「
風
の
又
三
郎
」
に
似

て
い
て
、
一
つ
の
事
件
が
「
人
間
の
生
命
」
の
問
題
へ
と
一
般
化
さ
れ
る
こ
と

は
「
嘘
」
や
「
久
助
君
の
話
」
に
似
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
西
田

（
（1
（

谷
の
「
個
人

的
な
認
知
・
情
動
の
全
体
化
に
よ
っ
て
別
の
大
き
な
物
語
を
目
指
し
て
い
る
」

と
い
う
指
摘
に
適
う
だ
ろ
う
。
没
後
に
発
表
さ
れ
た
「
耳
」（『
少
国
民
文
学
』

昭
18
・
5
）
は
、
国
民
学
校
六
年
に
な
っ
た
ば
か
り
の
久
助
・
徳
一
・
兵
太
郎
・

音
次
郎
と
五
年
の
花
市
の
物
語
で
あ
る
。「
久
助
君
の
話
」「
川
」〈
Ｂ
〉「
嘘
」「
耳
」

は
久
助
を
視
点
人
物
と
し
、
登
場
人
物
も
重
複
し
て
い
て
、
連
作
と
し
て
読
む

こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
鳥
越

（
（1
（

信
は
〈
久
助
君
も
の
〉
と
呼
び
、
そ
の
特
徴

は
「
少
年
の
心
理
を
掘
り
下
げ
た
テ
ー
マ
」
に
あ
る
と
指
摘
し
、
谷
悦

（
（1
（

子
は
そ

の
主
題
を
「
人
間
の
別
の
側
面
を
知
っ
た
哀
し
み
」
で
あ
り
「
人
間
の
本
質

追
求
」
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
以
後
〈
久
助
も
の
〉
と
呼
ぶ
こ
と

に
し
て
、
小
学
校
高
学
年
の
少
年
が
ふ
と
し
た
出
来
事
か
ら
人
間
や
世
界
の
認

識
を
新
た
に
す
る
物
語
群
と
輪
郭
を
描
い
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

転
校
生
と
い
う
設
定
な
ど
、「
風
の
又
三
郎
」
か
ら
の
影
響
が
顕
著
な
の

は
「
嘘
」
だ
が
、〈
久
助
も
の
〉
で
は
な
い
「
屁
」（『
哈
爾
濱
日
日
新
聞
』
昭

15
・
3
）
で
も
、
視
点
人
物
の
五
年
生
の
春
吉
が
授
業
中
に
石
太
郎
に
屁
の
濡

れ
衣
を
着
せ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
少
年
た
ち
の
学
年
設
定
は
、「
風
の
又
三

郎
」
に
お
け
る
五
年

（
（1
（

生
の
高
田
三
郎
と
嘉
助
の
造
形
に
触
発
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
視
点
人
物
と
し
て
の
久
助
も
、
嘉
助
の
よ
う
に
は
三
郎
を
又
三
郎
と
は

見
な
い
、
六
年
生
の
一
郎
の
造
形
に
触
発
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
低
学
年
の

子
供
た
ち
は
「
何
か
怖
い
と
い
ふ
風
に
し
い
ん
と
し
て
三
郎
の
方
を
見
て
」
い

て
、
高
学
年
の
少
年
た
ち
の
交
流
が
要
点
だ
と
分
か
る
。
昭
和
十
四
年
に
「
風

の
又
三
郎
」
が
一
般
に
注
目
さ
れ
、
南
吉
に
も
十
五
年
頃
か
ら
賢
治
作
品
の
影

響
が
現
れ
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
自
伝
的
に
子
供
た
ち
を

描
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、「
塀
」（
昭
9
・
2
頃
）
の
新
と
音
治
が
「
尋
常
六

年
生
」
だ
っ
た
他
に
、
学
年
が
設
定
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
一
方
、
賢
治
は
他

の
童
話
で
も
登
場
人
物
の
小
学
生
の
学
年
あ
る
い
は
年
令
に
注
意
を
払
っ
て
い

た
。
初
期
童
話
の
「
雪
渡
り
」（
大
10
・
12
、
11
・
1
）
で
は
、
狐
の
紺
三
郎

か
ら
幻
燈
会
に
招
か
れ
た
四
郎
と
か
ん
子
が
、「
小

ち
い

兄
さ
ん
は
四
年
生
だ
か
ら

ね
。
八
つ
の
四
つ
で
十
二
歳
。」
と
答
え
、二
人
の
兄
た
ち
は
参
加
を
断
ら
れ
る
。

明
治
四
十
年
以
降
の
小
学
校
令
で
は
入
学
年
令
は
六
才
で
、
四
年
生
は
十
才
に
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相
当
す
る
が
、
数
え
年
令
や
早
生
ま
れ
に
よ
っ
て
「
八
つ
上
が
り
」
と
い
う
場

合
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
賢
治
は
、
十
二
才
と
か
四
年
生
と
か
に
限
ら
ず
、

人
間
は
あ
る
年
令
を
境
界
と
し
て
大
人
に
成
長
し
、
純
粋
無
垢
を
失
っ
た
人
間

は
動
物
と
無
心
に
交
流
で
き
な
い
、
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
の
「
雁

の
童
子
」（
大
12
頃
）
で
は
、人
間
に
育
て
ら
れ
た
雁
の
童
子
が
十
二
才
に
な
り
、

「
誰
も
ど
こ
へ
も
行
か
な
く
て
い
ゝ
の
で
せ
う
か
。」
と
言
い
出
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
南
吉
は
五
年
生
と
い
う
設
定
を
「
風
の
又
三
郎
」
だ
け
か

ら
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
賢
治
は
子
供
の
成
長
に
関
し
て
『
注
文
の
多
い
料
理

店
』
の
「
広
告
ち
ら

（
（1
（

し
」（
大
13
・
秋
頃
）
に
、「
こ
の
童
話
集
の
一
列
は
実
に

作
者
の
心
象
ス
ケ
ツ
チ
の
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
は
少
年
少
女
期
の
終
り
頃
か
ら
、

ア
ド
レ
ツ
セ
ン
ス
中
葉
に
対
す
る
一
つ
の
文
学
と
し
て
の
形
式
を
と
つ
て
ゐ

る
。」
と
記
し
て
い
る
。「
ア
ド
レ
ツ
セ
ン
ス
」（Adolescence
）
と
は
、「
青
年
期
」

「
青
春
期
」「
思
春
期
」
な
ど
と
訳
さ
れ
、
賢
治
はG

・S

・H
all

『Adolescence

』

（1904

）
の
翻
訳
『
青
年
期
の
研

（
（2
（

究
』（
明
43
・
8
）
か
ら
学
ん
で
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
翻
訳
の
本
文
中
に
「
ア
ド
レ
ツ
セ
ン
ス
」
は
現
わ
れ
な
い
が
、
扉
上

部
に
「ADOLESCENCE

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
中
に
「
青
年
期
」
の
年
令

は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
前
青
春
期
（
少
女
に
於
て
は
十
一
歳
乃
至
十
二

歳
に
始
ま
り
、
男
子
に
て
は
是
よ
り
遅
る
ゝ
こ
と
約
二
ヶ
年
に
始
ま
る
）
迄
は

身
長
お
よ
び
体
重
増
加
の
割
合
は
大
抵
均
一
に
し
て
七
歳
の
時
少
し
く
増
加

す
。」
と
か
、「
特
に
十
六
歳
乃
至
二
十
歳
の
青
年
中
期
と
も
称
す
べ
き
時
期
に

於
て
は
心
理
的
変
動
は
極
め
て
著
し
き
も
の
あ
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
雪

渡
り
」
や
「
雁
の
童
子
」
で
の
設
定
も
考
慮
し
、賢
治
の
想
定
し
た
「
ア
ド
レ
ッ

セ
ン
ス
」
を
十
二
才
（
六
年
生
）
以
降
、「
ア
ド
レ
ツ
セ
ン
ス
中
葉
」
は
「
青

年
中
期
」
の
十
代
後
半
と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
付
言
す
れ
ば
、
初
期
童
話
の

頃
に
純
真
な
心
を
持
つ
ア
ド
レ
ッ
セ
ン
ス
以
前
に
据
え
て
い
た
読
者
層
を
、『
注

文
の
多
い
料
理
店
』
刊
行
の
頃
に
は
大
人
に
差
し
か
か
る
ア
ド
レ
ッ
セ
ン
ス
へ

と
引
き
上
げ
た
と
言
え
よ
う
。『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
所
収
九
篇
の
う
ち
子

供
が
主
人
公
な
の
は
「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」「
水
仙
月
の
四
日
」「
月
夜
の
で
ん

し
ん
ば
し
ら
」
だ
け
で
、「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」
の
主
人
公
一
郎
だ
け
が
「
尋

常
五
年
生
」
の
学
年
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ド
レ
ッ
セ
ン
ス
の
子
供
を
主
人

公
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ア
ド
レ
ツ
セ
ン
ス
の
読
者
層
に
ふ
さ
わ
し
い

作
品
を
目
指
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。「
新
刊
案
内
」
は
『
名
作
選
』
に
お
い
て

の
み
、
冒
頭
を
「
こ
の
選
集
の
一
列
は
」
と
直
さ
れ
、
そ
の
「
序
」
に
置
か
れ

た
が
、南
吉
の
文
章
に
「
ア
ド
レ
ッ
セ
ン
ス
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
「
序
」

か
ら
学
ん
だ
可
能
性
は
低
い
よ
う
だ
が
、
南
吉
の
五
年
生
へ
の
こ
だ
わ
り
は
注

目
に
値
す
る
。

三
、『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
と
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

南
吉
は
、
昭
和
九
年
二
月
と
十
一
年
十
月
に
東
京
で
喀
血
し
、
二
回
目
の
喀
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血
の
小
康
を
得
て
十
一
月
に
愛
知
県
に
帰
郷
し
、
十
五
年
に
は
「
川
」〈
Ｂ
〉

や
「
嘘
」
で
注
目
さ
れ
始
め
た
が
、
十
六
年
四
月
に
腎
臓
を
患
い
、
十
八
年
三

月
に
口
頭
結
核
で
没
す
る
。
十
六
年
末
の
日
記
に
は
、「
ひ
さ
し
く
う
つ
ち
や

つ
て
あ
つ
た
、
妙
法
蓮
華
経
を
出
し
て
少
し
読
ん
だ
。」（
昭
16
・
12
・
23
）「
決

局
、
死
は
決
定
的
に
な
つ
て
も
今
ま
で
通
り
の
生
活
を
出
来
る
う
ち
は
し
て
ゆ

く
こ
と
に
し
た
。（
略
）
尤
も
妙
法
蓮
華
経
は
読
ん
で
ゆ
か
う
と
思
ふ
。」（
昭

16
・
12
・
24
）
と
記
し
、
ま
も
な
く
、「
小
便
の
末
に
腐
つ
た
血
が
ま
じ
つ
て

ゐ
る
。」（
昭
17
・
1
・
10
）
と
か
「
宮
澤
賢
治
や
中
山
ち
ゑ
〔
注
、
初
恋
の
人

で
交
際
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
五
年
に
死
去
〕
も
あ
ち
ら
の
世
界
に
ゐ
る
の
だ
、

と
思
ふ
と
あ
ち
ら
に
行
く
こ
と
も
そ
れ
程
い
や
で
な
く
思
は
れ
た
。」（
昭
17
・

1
・
11
）
な
ど
と
記
す
よ
う
に
な
る
。

そ
ん
な
時
に
、
巽
聖

（
（2
（

歌
に
よ
れ
ば
「
有
光
社
で
新
人
童
話
集
を
出
す
こ
と
に
」

な
っ
た
。
有
光
社
か
ら
童
謡
集
『
春
の
神
さ
ま
』（
昭
15
・
12
）
を
刊
行
し
て

い
た
聖
歌
も
企
画
に
関
わ
っ
て
い
た
ら
し
く
、「
関
英
雄
『
北
国
の
犬
』、
下
畑

卓
『
煉
瓦
の
煙
突
』
、
新
美
南
吉
『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
が
ま
ず
決
定
し
た
。

南
吉
は
い
ち
ば
ん
早
く
原
稿
を
送
っ
て
く
れ
た
が
、
集
中
に
幼
年
童
話
が
十
三

篇
は
い
っ
て
い
た
。（
略
）
私
は
そ
れ
に
対
し
て
、「
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」「
川
」

「
嘘
」「
貧
乏
な
少
年
の
話
」
の
高
学
年
向
き
を
基
調
に
ま
と
め
る
べ
き
」
だ
と

告
げ
た
と
こ
ろ
、「
か
わ
り
に
「
ご
ん
ご
ろ
鐘
」
を
送
っ
て
き
た
よ
う
に
覚
え

て
い
る
。」
と
回
想
し
て
い
る
。
一
方
、
南
吉
は
日
記
に
、「
け
ふ
童
話
集
「
久

助
君
の
話
」
の
原
稿
約
二
百
枚
を
巽
の
も
と
に
送
つ
た
。」（
昭
17
・
4
・
12
）

と
記
し
、
ま
も
な
く
「
巽
か
ら
速
達
が
来
た
。
童
話
原
稿
、
す
ば
ら
し
い
と
ほ

め
て
来
た
。
は
な
し
が
う
ま
く
、
そ
れ
で
ゐ
て
文
学
に
な
つ
て
ゐ
る
さ
う
だ
。

本
の
名
は
「
久
助
君
の
話
」
で
は
い
け
な
い
さ
う
だ
。
ち
や
ち
だ
が
「
お
ぢ
い

さ
ん
の
ラ
ン
プ
」
と
い
ふ
こ
と
に
し
た
。」（
昭
17
・
4
・
16
）
と
記
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
七
ヶ
月
後
の
十
一
月
に
は
『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
が
有
光
社
か

ら
刊
行
さ
れ
た
。
順
に
「
川
」「
嘘
」「
ご
ん
ご
ろ
鐘
」「
久
助
君
の
話
」「
う
た

時
計
」「
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」「
貧
乏
な
少
年
の
話
」
の
七
篇
を
収
録
し
、

九
月
付
の
「
あ
と
が
き
」
が
あ
る
。

聖
歌
の
証
言
は
刊
行
か
ら
二
十
年
ほ
ど
後
の
回
想
で
、
収
録
作
品
の
選
定
に

関
し
て
少
し
認
識
が
違
っ
て
い
る
。
特
に
、
南
吉
は
表
題
の
変
更
を
残
念
に

思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。「
川
」「
嘘
」「
久
助
君
の
話
」
は
〈
久
助
も
の
〉
で
あ
り
、

他
の
四
篇
も
小
学
生
の
生
活
を
描
い
て
い
る
。「
ご
ん
ご
ろ
鐘
」
は
、
寺
の
「
ご

ん
ご
ろ
鐘
」
を
供
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
村
の
、新
五
年
生
た
ち
の
様
子
を
「
僕
」

の
日
記
の
形
で
描
い
た
。「
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」
は
、
十
三
才
の
巳
之
助

が
ラ
ン
プ
売
り
か
ら
身
を
起
し
て
倉
を
持
つ
ま
で
に
な
る
経
緯
を
、
孫
の
東
一

に
語
る
物
語
で
、
東
一
の
年
令
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。「
う
た
時
計
」
は
、
父

の
時
計
屋
か
ら
オ
ル
ゴ
ー
ル
時
計
を
盗
ん
で
き
た
「
三
十
四
、五
」
才
の
周
作

と
、「
十
二
、三
」
才
の
少
年
廉
と
の
交
流
を
描
い
た
。「
貧
乏
な
少
年
の
話
」
は
、

貧
乏
な
八
人
兄
弟
の
一
番
上
の
吉
太
郎
君
が
隠
れ
て
し
て
い
た
善
行
に
、
六
年
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生
の
大
作
が
気
づ
く
物
語
で
、
二
人
は
同
じ
教
室
で
学
ぶ
同
級
生
の
よ
う
だ
。

主
人
公
あ
る
い
は
視
点
人
物
は
久
助
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
も
小

学
校
の
高
学
年
で
、
ア
ド
レ
ッ
セ
ン
ス
と
は
言
わ
な
い
と
し
て
、
大
人
に
差
し

か
か
っ
た
少
年
た
ち
の
物
語
集
を
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
こ
と
が
、
南
吉
が
表
題
を
「
久
助
君
の
話
」
に
し
た
か
っ
た
真
意
だ
ろ
う

と
推
察
さ
れ
る
。

表
題
が
「
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」
に
変
更
さ
れ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、
聖
歌
が
「
高
学
年
向
き
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
な
が
ら
、「
久
助

君
の
話
」
に
込
め
ら
れ
た
南
吉
の
真
意
を
う
ま
く
汲
み
取
れ
な
か
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、「
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」
の
曲
折
に
富
ん
だ
展
開
を
「
は

な
し
が
う
ま
く
、
そ
れ
で
ゐ
て
文
学
に
な
つ
て
ゐ
る
」
と
評
価
し
、「
お
ぢ
い

さ
ん
の
ラ
ン
プ
」
を
中
心
に
据
え
た
方
が
、
南
吉
の
作
品
を
世
に
知
ら
し
め
る

の
に
良
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、「
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」

は
そ
う
し
た
判
断
を
誘
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
東
一
が
倉
か
ら
古
い
ラ
ン
プ

を
見
つ
け
出
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
祖
父
が
巳
之
助
と
い
う
少
年
が
ラ
ン

プ
売
り
か
ら
始
め
て
立
身
し
た
物
語
を
語
り
始
め
、
最
後
に
そ
れ
が
自
身
の
こ

と
だ
と
結
び
、
東
一
が
「
お
ぢ
い
さ
ん
は
え
ら
か
つ
た
ん
だ
ね
え
」
と
言
っ
て

閉
じ
ら
れ
る
。
巳
之
助
の
立
身
譚
の
よ
う
で
い
て
、
そ
れ
を
物
語
る
現
在
で
挟

ん
だ
枠
物
語
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
立
身
譚
と
枠
を
反
転
さ
せ
れ
ば
、
お
じ
い

さ
ん
の
偉
さ
に
気
づ
く
東
一
の
成
長
物
語
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
南
吉
は
む
し

ろ
東
一
の
成
長
物
語
と
し
て
構
想
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
聖
歌
は
巳
之
助

の
立
身
譚
と
し
て
理
解
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
、
南
吉
の
第
一
童

話
集
は
『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
と
し
て
世
に
出
て
、
第
二
童
話
集
『
牛
を

つ
な
い
だ
椿
の
木
』（
昭
18
・
6
）、第
三
童
話
集
『
花
の
き
村
と
盗
人
た
ち
』

（
昭
18
・
9
）
も
相
次
い
だ
が
、〈
久
助
も
の
〉
の
真
意
は
そ
の
後
も
十
分
に
は

理
解
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

表
題
の
変
更
は
、
賢
治
の
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』（
大
13
・
12
）
に
も
あ
っ

た
。
そ
れ
は
「
序
」
文
の
後
、
順
に
「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」「
狼
森
と
笊
森
、
盗
森
」

「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
「
烏
の
北
斗
七
星
」「
水
仙
月
の
四
日
」「
山
男
の
四

月
」「
か
し
は
ば
や
し
の
夜
」「
月
夜
の
で
ん
し
ん
ば
し
ら
」「
鹿
踊
り
の
は
じ

ま
り
」
の
九
篇
か
ら
成
る
が
、
表
題
と
九
篇
の
配
列
は
変
遷
し
た
。
刊
行
前
に

は
「
山
男
の
四
月
」
を
冒
頭
に
置
き
、
表
題
も
『
山
男
の
四
月
』
で
あ
っ
た
時

期
が
あ

（
（2
（

る
。
釈
迦
の
誕
生
月
の
四
月
に
、『
春
と
修
羅
』
と
同
時
刊
行
を
目
指

し
て
い
た
が
遅
れ
、
表
題
と
配
列
が
現
行
の
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
に
変
更

さ
れ
た
ら
し
い
。
賢
治
は
大
正
十
年
に
『
赤
い
鳥
』
に
原
稿
を
持
ち
込
ん
だ
り
、

十
二
年
に
弟
清
六
に『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』に
原
稿
を
持
ち
込
ま
せ
た
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
だ
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
『
赤
い
鳥
』（
大
14
・
1
）
に
『
注

文
の
多
い
料
理
店
』
の
一
頁
広
告
を
出
す
こ
と
が
で
き

（
（2
（

た
が
、
反
響
は
な
か
っ

た
。
表
題
と
し
て
、「
山
男
の
四
月
」
と
か
、
刊
行
さ
れ
た
配
列
冒
頭
の
「
ど

ん
ぐ
り
と
山
猫
」
や
末
尾
の
「
鹿
踊
り
の
は
じ
ま
り
」
を
使
っ
て
い
た
ら
、
よ
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く
見
か
け
る
民
話
的
な
童
話
集
と
し
て
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

か
と
い
っ
て
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
の
表
題
で
は
、
真
偽
は
定
か
で
は
な
い

が
「
料
理
屋
繫
盛
法
の
本
と
間
違
わ
れ
た
り
し
た
と
い
う
伝

（
（2
（

説
」
も
誘
っ
た
だ

ろ
う
。
東
京
の
童
話
作
家
や
出
版
社
に
つ
て
を
持
た
な
い
せ
い
も
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
が
、
童
話
集
ら
し
く
な
い
表
題
の
た
め
に
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
は
全

く
売
れ
ず
、
賢
治
は
花
巻
に
在
住
し
た
ま
ま
農
学
校
教
師
か
ら
農
業
者
へ
近
づ

き
、
結
果
的
に
で
あ
ろ
う
が
、
東
京
の
童
話
界
の
動
向
と
は
無
縁
に
独
自
の
童

話
を
熟
成
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
の
「
あ
と
が
き
」
は
「
は
じ
め
て

世
に
出
る
童
話
集
な
の
で
、心
の
な
か
で
ひ
や
ひ
や
し
て
ゐ
ま
す
。」
と
始
ま
り
、

次
の
よ
う
に
、途
中
か
ら
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
の
「
序
」
文
に
似
て
く
る
。

こ
の
童
話
集
は
、
ま
つ
た
く
私
一
人
の
心
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
久

助
君
、
兵
太
郎
君
、
徳
一
君
、
大
作
君
達
は
、
み
ん
な
私
の
心
の
世
界
に

生
き
て
ゐ
る
の
で
、
私
の
村
に
だ
つ
て
そ
ん
な
少
年
達
が
じ
つ
さ
い
に
ゐ

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
略
）
／
（
略
）
／
言
葉
は
少
々
君
達
に
む
つ

か
し
い
の
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
書
い
て
あ
る
こ
と
が
ら
は
―
―

少
年
達
の
気
持
に
し
て
も
、
少
年
達
の
す
る
こ
と
に
し
て
も
、
君
達
に
よ

く
わ
か
り
、
面
白
い
は
ず
だ
と
、
私
は
自
分
で
き
め
て
ゐ
ま
す
。
／
で
す

か
ら
、
読
み
出
し
て
、
む
つ
か
し
い
な
と
思
つ
て
も
、
お
つ
ぽ
り
出
さ
な

い
で
、
お
母
さ
ん
か
姉
さ
ん
か
兄
さ
ん
に
読
ん
で
戴
い
て
な
り
と
も
、
と

も
か
く
終
ま
で
話
を
き
い
て
下
さ
い
。
／
さ
う
し
て
最
後
ま
で
ゆ
け
ば
、

君
達
は
、
こ
ん
な
話
き
い
て
損
し
ち
や
つ
た
、
と
は
、
き
つ
と
い
は
な
い

だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
わ
た
く
し
の
お
は
な
し
は
、
み
ん
な
林
や
野
は
ら
や
鉄
道
線
路

や
ら
で
、
虹
や
月
あ
か
り
か
ら
も
ら
つ
て
き
た
の
で
す
。
／
（
略
）
ほ
ん

た
う
に
も
う
、
ど
う
し
て
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
や
う
で
し
か
た
な
い
と

い
ふ
こ
と
を
、
わ
た
く
し
は
そ
の
と
ほ
り
書
い
た
ま
で
で
す
。
／
で
す
か

ら
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
あ
な
た
の
た
め
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
で
せ

う
し
、
た
だ
そ
れ
つ
き
り
の
と
こ
ろ
も
あ
る
で
せ
う
が
、
わ
た
く
し
に
は
、

そ
の
み
わ
け
が
よ
く
つ
き
ま
せ
ん
。
な
ん
の
こ
と
だ
か
、
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
で
せ
う
が
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
は
、
わ
た
く
し
に
も
ま

た
、
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
／
け
れ
ど
も
、
わ
た
く
し
は
、
こ
れ

ら
の
ち
ひ
さ
な
も
の
が
た
り
の
幾
き
れ
か
が
、
お
し
ま
ひ
、
あ
な
た
の
す

き
と
ほ
つ
た
ほ
ん
た
う
の
た
べ
も
の
に
な
る
こ
と
を
。
ど
ん
な
に
ね
が
ふ

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

南
吉
の
「
こ
の
童
話
集
は
、
ま
つ
た
く
私
一
人
の
心
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で

す
。」
と
い
う
発
想
と
、
賢
治
の
「
こ
れ
ら
の
わ
た
く
し
の
お
は
な
し
は
、
み
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ん
な
林
や
野
は
ら
や
鉄
道
線
路
や
ら
で
、
虹
や
月
あ
か
り
か
ら
も
ら
つ
て
き

た
の
で
す
。」
と
か
「
ほ
ん
た
う
に
も
う
、
ど
う
し
て
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る

や
う
で
し
か
た
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
、
わ
た
く
し
は
そ
の
と
ほ
り
書
い
た
ま
で

で
す
。」
と
い
う
発
想
と
の
類
似
、
南
吉
の
「
言
葉
は
少
々
君
達
に
む
つ
か

し
い
」
と
賢
治
の
「
な
ん
の
こ
と
だ
か
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
で

せ
う
」
と
の
類
似
、
南
吉
の
「
で
す
か
ら
、」「
最
後
ま
で
ゆ
け
ば
」
と
賢
治
の

「
で
す
か
ら
、」「
お
し
ま
ひ
、」
と
い
う
文
の
運
び
の
類
似
か
ら
見
れ
ば
、
南
吉

の
「
あ
と
が
き
」
は
賢
治
の
「
序
」
文
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
と
に
か
く
終
ま
で
話
を
き
い
て
下
さ
い
。」
と
は
、
主
人
公
が
世
界
や
人
間
の

認
識
を
新
た
に
す
る
末
尾
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
賢
治
の
「
序
」
文
は
二
つ
の
全
集
に
も
『
名
作
選
』
に
も
掲
載
さ

れ
（
（2
（

ず
、
南
吉
が
新
宿
モ
ナ
ミ
で
入
手
し
た
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
に
目
を
通

し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
、「
久
助
君
、
兵
太
郎
君
、
徳
一
君
、
大

作
君
達
」
の
人
間
の
世
界
と
「
林
や
野
は
ら
や
鉄
道
線
路
や
ら
」
の
自
然
の
世

界
と
の
対
照
は
、
南
吉
童
話
と
賢
治
童
話
の
個
性
の
対
照
で
あ
る
。

ま
た
、
南
吉
の
「
こ
の
童
話
集
は
、
ま
つ
た
く
私
一
人
の
心
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
す
。」
と
い
う
一
節
は
、
賢
治
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
手
法
と

重
な
る
。
南
吉
の
文
章
に
「
心
象
」
も
「
ス
ケ
ッ
チ
」
も
見
当
た
ら
な
い
が
、

新
宿
モ
ナ
ミ
で
入
手
し
た
『
春
と
修
羅
』
の
「
序
」
詩
に
、「（
す
べ
て
わ
た
く

し
と
明
滅
し
／
み
ん
な
が
同
時
に
感
ず
る
も
の
）
／
（
略
）
そ
の
と
ほ
り
の
心

象
ス
ケ
ツ
チ
で
す
」
と
あ
り
、
知
っ
て
は
い
た
だ
ろ
う
。
生
徒
の
葬
式
に
行
き
、

遺
族
に
「
一
目
あ
つ
て
や
つ
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
、「
蜜
柑
箱
の
は
ば
を
少

し
広
く
し
、
た
ち
を
少
し
低
く
し
た
程
の
寝
棺
。
い
た
く
や
つ
れ
て
ゐ
る
。
眼

咼マ
マ

が
大
き
く
て
目
が
落
ち
く
ぼ
ん
だ
た
め
、
瞼
が
充
分
閉
ぢ
ら
れ
な
い
ら
し
い
。

う
す
眼
を
あ
い
て
ゐ
る
。
そ
の
眼
が
し
な
び
て
ゐ
る
程
生
気
が
な
い
。
髪
は
お

か
つ
ぱ
。
布
を
の
け
て
見
る
と
口
を
少
し
あ
け
て
ゐ
る
。」（
昭
15
・
3
・
21
）

な
ど
と
日
記
に
記
し
た
の
は
、「
永
訣
の
朝
」
に
も
似
た
心
象
ス
ケ
ッ
チ
の
試

み
で
あ
る
。

南
吉
が
二
つ
の
全
集
や
『
名
作
集
』
か
ら
で
は
な
く
、『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

と『
春
と
修
羅
』か
ら
直
接
に
影
響
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
日
記
の「
果

し
て
平
和
が
常
態
な
の
か
。
／
戦
ひ
が
常
態
で
あ
つ
て
、
平
和
は
戦
ひ
と
戦
ひ

と
の
す
き
ま
、
つ
ま
り
変
態
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。」（
昭
17
・

7
・
3
）
と
い
う
一
節
に
お
け
る
「
変
態
」
は
、「
小
岩
井
農
場
」
パ
ー
ト
九
の
「
じ

ぶ
ん
と
ひ
と
と
万
象
と
い
つ
し
よ
に
／
至
上
福
し
に
い
た
ら
う
と
す
る
／
そ
れ

を
あ
る
宗
教
情
操
と
す
る
な
ら
ば
／
（
略
）
／
じ
ぶ
ん
と
そ
れ
か
ら
た
つ
た
も

ひ
と
つ
の
た
ま
し
ひ
と
／
完
全
そ
し
て
永
久
に
ど
こ
ま
で
も
い
つ
し
よ
に
行
か

う
と
す
る
／
こ
の
変
態
を
恋
愛
と
い
ふ
」
と
い
う
一
節
に
お
け
る
「
変
態
」
と

同
じ
用
法
で
あ
る
。「
花
の
き
村
と
盗
人
た
ち
」
冒
頭
に
お
け
る
五
人
組
の
「
盗

人
た
ち
は
、
北
か
ら
川
に
沿
っ
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。」
と
い
う
設
定
は
、「
狼

森
と
笊
森
、
盗
森
」
冒
頭
に
お
け
る
「
四
人
の
け
ら
を
着
た
百
姓
た
ち
が
、（
略
）
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東
の
稜
ば
つ
た
燧
石
の
山
を
越
え
て
、
の
つ
し
の
つ
し
と
、
こ
の
森
に
か
こ
ま

れ
た
小
さ
な
野
原
に
や
つ
て
来
ま
し
た
。」
と
い
う
設
定
に
似
て
い
る
。「
花
の

き
村
と
盗
人
た
ち
」
は
〈
久
助
も
の
〉
の
後
の
最
晩
年
に
、「
百
姓
の
足
、
坊

さ
ん
の
足
」「
和
太
郎
さ
ん
と
牛
」
な
ど
と
と
も
に
集
中
的
に
書
か
れ
た
〈
民

話
も
の
〉
で
あ
る
。

四
、
南
吉
童
話
と
賢
治
童
話
の
文
芸
様
式

南
吉
童
話
と
賢
治
童
話
の
文
芸
的
個
性
に
も
踏
み
込
み
た
い
。
ま
ず
、〈
久

助
も
の
〉
を
日
本
の
近
代
童
話
史
の
中
に
置
い
て
み
れ
ば
、
昭
和
初
期
の
「
生

活
童
話
」
に
分
類
さ
れ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
大
正
期
に
日
本
の
児
童
文
学

を
牽
引
し
た
『
赤
い
鳥
』
は
、
創
刊
号
（
大
7
・
7
）
の
「
標モ

ツ

ト

ー

榜
語
」
に
「
子

供
の
純
性
を
保
全
開
発
す
る
た
め
に
」
と
記
し
た
〈
童
心
主
義
〉
が
批
判
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
子
供
た
ち
の
生
活
を
社
会
的
な
問
題
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う

と
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
童
話
が
登
場
し
、
そ
の
政
治
的
観
念
性
の
批
判
的
発
展

と
し
て
「
生
活
童
話
」
が
登
場
し
た
。
そ
れ
は
、
鳥
越

（
（2
（

信
に
よ
れ
ば
「
社
会
的

な
問
題
を
リ
ア
ル
に
描
き
出
」
し
つ
つ
、「
子
ど
も
の
実
生
活
に
密
着
し
、
子

ど
も
の
心
理
や
行
動
を
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
描
写
す
る
こ
と
に
力
を
注
」
い
だ
作

品
群
で
あ
る
。
浜
野
卓

（
（2
（

也
は
南
吉
の
「
生
活
童
話
」
を
、「
塀
」
な
ど
「
自
伝

的
要
素
の
つ
よ
い
」
も
の
と
、「
久
助
君
の
話
」
な
ど
「
こ
ど
も
に
取
材
し
た
」

も
の
と
、「
う
た
時
計
」
な
ど
の
「
そ
の
他
」
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

右
の
鳥
越
は
、
生
活
童
話
の
代
表
的
作
家
と
し
て
「
善
太
・
三
平
も
の
で
知

ら
れ
る
坪
田
譲
治
」
を
挙
げ
た
。
坪
田
の
短
編
集
『
お
化
け
の
世
界
』（
竹
村

書
房
、
昭
10
・
4
）
に
お
け
る
登
場
人
物
の
年
令
や
学
年
を
見
れ
ば
、「
善
太

の
四
季
」（『
文
学
界
』
昭
9
・
6
）
で
は
善
太
が
十
才
、三
平
は
五
才
で
あ
り
、「
お

化
け
の
世
界
」（『
改
造
』
昭
10
・
3
）
で
は
善
太
が
六
年
生
、
三
平
が
三
年
生

で
あ
り
、「
遊
ぶ
子
供
」（『
ロ
ー
マ
ン
古
典
』
昭
9
・
4
）
は
四
年
生
の
伊
丹

美
代
子
を
め
ぐ
る
河
合
金
三
郎
ら
五
人
の
六
年
生
の
物
語
で
あ
り
、
長
編
『
風

の
中
の
子
供
』（
昭
11
・
12
）
で
は
善
太
が
五
年
生
、
三
平
は
一
年
生
で
あ
り
、

学
年
や
年
令
に
そ
れ
ほ
ど
意
識
的
で
は
な

（
（2
（

い
。
ま
た
、「
け
し
の
花
」（『
文
芸

往
来
』
昭
9
・
12
）
で
は
、
学
年
は
示
さ
れ
な
い
が
「
大
山
君
と
小
山
君
と
が

魔
法
を
見
せ
る
」
こ
と
に
な
り
、
善
太
や
三
平
や
十
五
人
ほ
ど
の
子
供
が
集
ま

る
が
、「
子
供
等
と
い
ふ
も
の
は
、
大
人
と
違
つ
て
、
周
囲
の
自
然
に
実
に
よ

く
調
和
す
る
の
で
、
彼
等
は
決
し
て
混
乱
し
た
様
子
を
見
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。」

と
、
子
供
た
ち
の
生
活
ぶ
り
が
大
人
の
視
点
か
ら
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
坪
田
の

生
活
童
話
と
比
べ
れ
ば
南
吉
の
〈
久
助
も
の
〉
は
、
大
人
に
差
し
か
か
っ
た
子

供
た
ち
の
視
点
か
ら
、
世
界
認
識
が
更
新
さ
れ
る
様
子
を
描
い
た
と
い
う
意
味

で
、
積
極
的
な
試
み
だ
っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
試
み
が
ど
の
よ
う
な
様
式
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
、
賢
治
の
「
風
の
又
三
郎
」
の
末
尾
と
南
吉
の
「
嘘
」
の
末
尾
を
対
照
し
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て
み
る
。

「
先
生
、又
三
郎
き
ょ
う
来
る
の
す
か
。」
と
〔
注
、嘉
助
は
〕
き
ゝ
ま
し
た
。

　

先
生
は
ち
ょ
っ
と
考
へ
て
、

「
又
三
郎
っ
て
高
田
さ
ん
で
す
か
。
え
ゝ
、
高
田
さ
ん
は
昨
日
お
父
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
も
う
外
へ
行
き
ま
し
た
。
日
曜
な
の
で
み
な
さ
ん
に
ご
挨

拶
す
る
ひ
ま
が
な
か
っ
た
の
で
す
。」

　
　

（
略
）

「
さ
う
だ
な
ぃ
な
。
や
っ
ぱ
り
あ
い
づ
は
風
の
又
三
郎
だ
っ
た
な
。」

 

嘉
助
が
高
く
叫
び
ま
し
た
。
宿
直
室
の
方
で
何
か
ご
と
ご
と
鳴
る
音
が

し
ま
し
た
。
先
生
は
赤
い
う
ち
は
を
も
っ
て
急
い
で
そ
っ
ち
へ
行
き
ま
し

た
。

　

二
人
〔
注
、
一
郎
と
嘉
助
〕
は
し
ば
ら
く
だ
ま
っ
た
ま
ゝ
、
相
手
が
ほ

ん
た
う
に
ど
う
思
っ
て
ゐ
る
か
探
る
や
う
に
顔
を
見
合
せ
た
ま
ゝ
立
ち
ま

し
た
。

　

風
は
ま
だ
や
ま
ず
、
窓
ガ
ラ
ス
は
雨
つ
ぶ
の
た
め
に
曇
り
な
が
ら
、
ま

だマ
マ

が
た
が
た
鳴
り
ま
し
た
。

 

そ
れ
か
ら
五
人
は
時
計
屋
の
小
父
さ
ん
に
つ
れ
ら
れ
て
、
電
車
で
岩
滑

ま
で
帰
つ
て
来
た
の
で
あ
つ
た
が
、
電
車
の
中
で
は
、
お
互
ひ
に
体
を
す

り
寄
せ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
、
一
言
も
も
の
を
い
は
な
か
つ
た
。
安
ら
か

さ
と
、
疲
れ
が
、
体
も
心
も
領
し
て
ゐ
て
、
何
も
考
へ
た
く
な
く
、
何
も
言

ひ
た
く
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　

嘘
吐
き
の
太
郎
左
衛
門
も
、
こ
ん
ど
だ
け
は
嘘
を
い
は
な
か
つ
た
、
と

久
助
君
は
、
床
に
は
い
つ
た
と
き
は
じ
め
て
思
つ
た
。
死
ぬ
か
生
き
る
か

と
い
ふ
ど
た
ん
ば
で
は
、
あ
い
つ
も
嘘
を
い
は
な
か
つ
た
。
さ
う
し
て
み

れ
ば
、
太
郎
左
衛
門
も
決
し
て
訳
の
わ
か
ら
ぬ
や
つ
で
は
な
か
つ
た
の
で

あ
る
。

　

人
間
と
い
ふ
も
の
は
、
ふ
だ
ん
ど
ん
な
に
考
へ
方
が
違
つ
て
い
る
、
訳

の
わ
か
ら
な
い
や
つ
で
も
、
最
後
の
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
は
、
誰
も
同

じ
考
へ
方
な
の
だ
、
つ
ま
り
、
人
間
は
そ
の
根
本
の
と
こ
ろ
で
は
、
み
ん

な
よ
く
分
り
あ
ふ
の
だ
、
と
い
ふ
こ
と
が
久
助
君
に
は
分
つ
た
の
で
あ

る
。
す
る
と
久
助
君
は
ひ
ど
く
安
ら
か
な
心
持
に
な
つ
て
、
耳
の
底
に

残
つ
て
ゐ
る
波
の
音
を
き
き
な
が
ら
、
す
つ
と
眠
つ
て
し
ま
つ
た
。

「
風
の
又
三
郎
」
の
場
合
、
高
田
三
郎
は
挨
拶
も
な
く
再
び
転
校
し
、
三
郎

を
風
の
精
だ
と
思
っ
て
い
る
嘉
助
と
普
通
の
少
年
だ
と
思
っ
て
い
る
一
郎
が
、

「
相
手
が
ほ
ん
た
う
に
ど
う
思
っ
て
ゐ
る
か
探
る
や
う
に
顔
を
見
合
せ
た
ま
ゝ

立
」
っ
て
い
る
場
面
で
閉
じ
ら
れ
る
。
こ
の
朝
に
一
郎
は
、「
ど
っ
ど
ど 

ど
ど

う
ど 

ど
ど
う
ど 

ど
ど
う
」
云
々
の
歌
を
夢
の
中
で
聞
き
、
嘉
助
を
誘
っ
て
駆
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け
つ
け
た
だ
け
に
戸
惑
い
は
大
き
い
。
読
者
も
、
こ
れ
ま
で
三
郎
が
通
り
か
か

る
と
、
風
が
吹
い
て
「
窓
ガ
ラ
ス
は
ま
た
が
た
が
た
と
鳴
」
っ
た
り
、「
土
手

の
草
は
ざ
わ
ざ
わ
波
に
な
」
っ
た
り
、「
湧
き
水
は
何
か
を
知
ら
せ
る
や
う
に

ぐ
う
っ
と
鳴
」
る
様
子
を
読
ま
さ
れ
て
来
た
の
で
、
二
人
の
戸
惑
い
を
共
有
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
Ｔ
・
ト
ド
ロ

（
（2
（

フ
は
、
テ
ク
ス
ト
が
「
自
然
な
説
明
を
と
る
か

超
自
然
な
説
明
を
と
る
か
、
た
め
ら
い
を
い
だ
か
せ
」、「
作
中
の
一
人
物
が
こ

の
た
め
ら
い
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
」
あ
る
し
、「
読
者
が
、《
詩
的
》
解
釈
を

も
、
寓
意
的
解
釈
を
も
、
と
も
に
拒
む
」
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
、
そ
の
よ
う
な

テ
ク
ス
ト
が
幻
想
小
説
を
構
成
す
る
と
指
摘
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
末

尾
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
時
期
に
推
敲
さ
れ
た
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
第
四
次
稿

の
末
尾
に
も
当
て
は
ま
る
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と
銀
河
旅
行
を
し

て
い
た
が
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
が
列
車
か
ら
消
え
た
と
こ
ろ
で
、
丘
の
上
で
眠
っ

て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
丘
を
下
っ
て
川
に
近
づ
き
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
が
友
人

を
助
け
て
自
分
は
溺
死
し
た
こ
と
を
知
る
。
銀
河
旅
行
は
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の

死
出
の
旅
に
共
振
し
た
現
実
だ
っ
た
の
か
、
偶
然
の
夢
だ
っ
た
の
か
、
ジ
ョ
バ

ン
ニ
は
判
断
に
迷
う
。
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
父
は
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
夢
の
こ
と
は

知
ら
ず
に
、
息
子
の
死
を
寡
黙
に
容
認
し
、「
川
下
の
銀
河
の
い
っ
ぱ
い
に
う

つ
っ
た
方
へ
じ
っ
と
目
を
送
」る
。
読
者
は
川
と
銀
河
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、

二
人
の
思
い
を
ど
う
調
整
す
べ
き
か
分
か
ら
ず
、
黙
示
的
な
幻
想
世
界
に
立
ち

止
ま
っ
て
し
ま
う
。

「
嘘
」
の
場
合
、
太
郎
左
衛
門
の
こ
れ
ま
で
の
嘘
は
、
科
学
雑
誌
に
木
霊
は

い
つ
ま
で
も
消
え
な
い
と
書
い
て
あ
っ
た
と
言
う
の
で
、
太
郎
左
衛
門
と
兵
太

郎
が
午

う
ま

ヶ
池
で
試
し
た
が
木
霊
は
消
え
た
と
か
、
耳
に
当
て
る
と
音
楽
が
聞
こ

え
る
道
具
だ
と
言
っ
て
み
ん
な
に
聞
か
せ
た
が
音
楽
は
聞
こ
え
ず
、
煙
草
の
火

を
継
ぐ
た
め
の
火
皿
だ
っ
た
と
い
う
類
の
も
の
で
、
今
度
の
嘘
も
、
新
舞
子
の

海
岸
で
曲
芸
飛
行
を
す
る
と
い
う
愛
国
号
を
見
に
行
く
と
、
愛
国
号
の
姿
は
な

か
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
す
で
に
終
わ
っ
て
い
た
と
か
、
何
ら
か
の
噂
を
取
り

違
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
、
早
く
仲
間
に
な
り
た
い
と
い
う
転
校

生
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
、「
自
然
な
説
明
を
と
る
」
こ
と
が

で
き
る
。
五
人
は
帰
り
の
電
車
の
中
で
「
一
言
も
も
の
を
い
は
な
か
つ
た
」
が
、

そ
れ
は
た
め
ら
い
の
沈
黙
で
も
怒
り
の
沈
黙
で
も
な
く
、
疲
れ
切
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
帰
宅
し
た
久
助
は
「
人
間
は
そ
の
根
本
の
と
こ
ろ
で
は
、
み
ん
な
よ

く
分
り
あ
ふ
の
だ
と
い
ふ
こ
と
が
」
分
る
と
、「
安
ら
か
な
心
持
に
な
つ
て
」
眠
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
新
た
な
認
識
は
、
音
楽
が
聞
こ
え
る
道
具
の
嘘
の
後
に
、
久

助
が
「
太
郎
左
衛
門
は
、
一
人
の
人
間
じ
ゃ
な
く
て
、
二
人
の
人
間
が
半
分
ず

つ
よ
り
あ
っ
て
で
き
て
い
る
の
じ
ゃ
あ
る
ま
い
か
。」
と
不
審
に
思
っ
て
い
た

こ
と
へ
の
、《
詩
的
》
で
も
寓
意
的
で
も
な
い
、
小
学
五
年
生
な
り
の
合
理
的

な
解
答
で
あ
っ
た
。「
ど
た
ん
ば
で
は
、
あ
い
つ
も
嘘
を
い
は
な
か
つ
た
。」
と

い
う
個
人
的
な
事
件
を
、「
人
間
は
そ
の
根
本
の
と
こ
ろ
で
は
」
と
い
う
一
般

的
な
問
題
に
拡
張
し
て
閉
じ
て
い
る
。
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先
に
触
れ
た
安

（
（3
（

藤
は
、
南
吉
の
「
久
助
君
の
話
」
と
賢
治
の
「
鳥
を
と
る
や

な
ぎ
」「
さ
い
か
ち
淵
」
を
対
照
し
、
両
者
と
も
に
末
尾
で
「
確
定
的
な
事
実

で
あ
る
保
証
は
物
語
内
に
は
な
い
」
状
態
で
結
ば
れ
る
こ
と
で
生
じ
る
〈
謎
〉

に
つ
い
て
、「
南
吉
〈
久
助
も
の
〉
が
亀
裂
を
新
た
な
観
念
で
修
復
す
る
方
向

に
向
い
、
賢
治
〈
村
童
ス
ケ
ッ
チ
〉
が
亀
裂
を
亀
裂
の
ま
ま
に
（
略
）
提
示
し

て
い
る
」
と
指
摘
し
た
が
、「
亀
裂
を
亀
裂
の
ま
ま
に
」
と
は
幻
想
世
界
の
謂

で
あ
る
。〈
村
童
ス
ケ
ッ
チ
〉
を
「
風
の
又
三
郎
」
に
置
き
換
え
て
も
同
様
の

こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
久
助
の
新
た
な
認
識
は
人
間
の
本
質
論
に
ま
で
一
気

に
飛
躍
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
大
人
に
差
し
か
か
っ
た
少
年
に
特
有
の
性
急
な

認
識
と
い
う
も
の
だ
、
と
い
っ
た
否
定
的
な
含
意
は
な
い
だ
ろ
う
。
南
吉
は
黙

示
的
な
世
界
に
と
ど
ま
る
「
風
の
又
三
郎
」
か
ら
多
く
を
学
び
な
が
ら
、
認
識

的
な
飛
躍
に
至
る
〈
久
助
も
の
〉
を
創
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の

唐
突
と
も
思
え
る
飛
躍
こ
そ
〈
久
助
も
の
〉
の
構
成
的
な
特
徴
で
あ
る
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
末
尾
の
唐
突
な
飛
躍
は
、
賢
治
童
話
に
触
れ
る
以
前
か
ら
の
特

徴
だ
っ
た
。
初
期
の
「
ご
ん
狐
」（『
赤
い
鳥
』
昭
7
・
1
）
は
知
ら
れ
る
よ
う

に
、
ご
ん
は
兵
十
に
い
た
ず
ら
を
し
て
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
反
省
し
、
そ
っ

と
栗
や
松
茸
を
届
け
て
い
た
が
、
ご
ん
を
い
た
ず
ら
者
と
の
み
考
え
て
い
た
兵

十
が
、
作
品
の
末
尾
で
ご
ん
を
鉄
砲
で
撃
っ
て
し
ま
う
。
兵
十
は
「
ご
ん
、
お

前
だ
つ
た
の
か
。
い
つ
も
栗
を
く
れ
た
の
は
。」
と
驚
き
、「
ご
ん
は
、
ぐ
つ
た

り
と
目
を
つ
ぶ
つ
た
ま
ゝ
、
う
な
づ
」
く
。
ご
ん
が
い
た
ず
ら
を
反
省
し
て
栗

や
松
茸
を
届
け
、
兵
十
と
仲
良
く
な
る
と
い
う
展
開
で
あ
れ
ば
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ

ン
ド
の
安
定
し
た
物
語
に
な
り
え
た
の
に
、
思
惑
の
す
れ
違
い
に
よ
る
悲
劇
を

構
成
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
故
に
大
人
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
小
学
四
年
生
の
定

番
教
材
に
な
っ
た
の
は
皮
肉
で
も
あ
る
。「
手
袋
を
買
ひ
に
」（
昭
8
・
12
頃
）

も
、
人
間
の
店
で
手
袋
を
入
手
し
た
子
狐
は
「
人
間
つ
て
ち
つ
と
も
恐
か
な
い

や
。」
と
母
に
報
告
す
る
が
、
母
は
「
ほ
ん
と
う
に
人
間
は
い
い
も
の
か
し
ら
。」

と
つ
ぶ
や
い
て
閉
じ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
「
民
話
的
な
安
定
で
終
わ
ら
ず
不
穏

な
展
開
に
踏
み
込
み
、
悲
劇
や
葛
藤
を
殊
更
に
提
示
す
る
文
芸
的
個

（
（3
（

性
」
は
、

誇
張
や
過
剰
や
不
規
則
を
徴
表
と
す
る
バ
ロ
ッ
ク
様

（
（3
（

式
と
呼
べ
る
か
も
し
れ
な

い
。〈
久
助
も
の
〉
の
唐
突
な
末
尾
も
そ
う
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
吉
は

昭
和
十
二
年
頃
か
ら
、「
自
分
の
作
風
は
、
太
い
線
を
も
つ
て
滑バ

ロ

ク稽
の
段
階
に

鮮
明
で
あ
り
た
い
も
の
だ
！
」（「
病
状
」、『
文
学
界
』
昭
9
・
7
）
と
記
し
た

牧
野
信
一
に
関
心
を
寄
せ
、最
晩
年
の
〈
民
話
も
の
〉
の
「
和
太
郎
さ
ん
と
牛
」（
昭

17
・
5
頃
）
な
ど
に
、「
ゼ
ー
ロ
ン
」（
昭
6
・
10
）
に
似
た
滑
稽
味
を
出
し
た
が
、「
ご

ん
狐
」
や
「
手
袋
を
買
ひ
に
」
は
そ
れ
以
前
の
作
品
で
あ
り
、南
吉
童
話
の
バ
ロ
ッ

ク
性
は
生
来
の
個
性
だ
っ
た
か
に
見
え
る
。

射
程
を
伸
ば
せ
ば
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
じ
つ
は
賢
治
の
初
期
童
話
で
も
、

末
尾
に
物
語
の
外
部
か
ら
唐
突
に
教
訓
を
も
た
ら
す
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、「
カ
イ
ロ
団
長
」（
大
10
か
11
）
の
末
尾
で
は
「
か
た
つ
む
り
の
メ
ガ

ホ
ー
ン
」
を
合
図
に
「
王
様
の
新
し
い
ご
命
令
」
が
発
布
さ
れ
、「
猫
の
事
務
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所
」（『
月
曜
』
大
15
・
3
）
の
末
尾
で
は
、
猫
の
事
務
所
に
「
獅
子
の
金
い
ろ

の
頭
」
が
現
れ
、
問
題
を
一
気
に
解
決
し
て
し
ま
う
。「
風
の
又
三
郎
」
の
初

期
形
「
風
野
又
三
郎
」（
大
11
―
12
頃
）
で
は
、
風
野
又
三
郎
は
本
物
の
風
の

精
で
あ
り
、
子
供
た
ち
に
〈
風
の
気
象

（
（3
（

学
〉
を
解
説
し
続
け
る
。「
銀
河
鉄
道

の
夜
」
の
第
三
次
稿
（
大
13
―
14
）
の
末
尾
で
は
、
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
（
の
分

身
）
が
銀
河
旅
行
の
意
義
を
能
弁
に
解
説
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
羅
須
地
人
協
会

や
肥
料
設
計
の
過
労
か
ら
肺
浸
潤
を
発
症
し
、
昭
和
三
年
十
二
月
か
ら
一
年
ほ

ど
病
臥
し
、
六
年
四
月
に
東
北
砕
石
工
場
の
技
師
と
な
る
が
、
九
月
に
は
再
び

病
臥
し
、
十
一
月
に
手
帳
に
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
を
記
し
、
八
年
九
月
に
没
し

た
。
そ
の
間
に
は
童
話
な
ど
の
推
敲
や
口
語
詩
の
文
語
詩
化
に
当
た
っ
て
い
た
。

「
風
野
又
三
郎
」
は
高
田
三
郎
が
転
校
生
な
の
か
風
の
精
な
の
か
戸
惑
わ
せ
る

「
風
の
又
三
郎
」
に
推
敲
さ
れ
、「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
は
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
の
登

場
場
面
を
削
除
し
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
死
を
知
る
場
面
を
付
加
し
た
第
四
次
稿

に
推
敲
さ
れ
、
幻
想
小
説
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

幻
想
小
説
は
広
義
の
ロ
マ
ン
主
義
に
包
摂
さ
れ
、
バ
ロ
ッ
ク
様
式
は
古
典
主

義
が
成
熟
し
て
定

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

型
化
す
る
と
、
そ
れ
を
刷
新
す
る
よ
う
に
台
頭
す
る
不
安
定

な
様
式
の
よ
う
だ
。
美
学
史
に
お
い
て
、
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
過
激
が
一
定
の
成

熟
に
至
る
と
ロ
マ
ン
主
義
に
移
行
し
、
そ
れ
も
成
熟
し
定

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

型
化
す
る
と
新
古
典

主
義
が
台
頭
す
る
、
と
い
っ
た
古
典
主
義
と
反
古
典
主
義
の
振
り
子
運
動
（
あ

る
い
は
螺
旋
運
動
）
が
く
り
返
さ
れ
て
き
た
。
南
吉
も
断
簡
「
そ
れ
以
後
の
」

（
昭
10
・
4
―
11
・
5
の
間
）
に
、「
そ
の
人
の
生
命
力
の
内
燃
が
烈
し
く
従
つ

て
外
部
か
ら
の
規
範
を
い
と
い
自
己
の
情
熱
を
解
放
し
た
い
場
合
に
は
浪
漫
的

精
神
と
な
り
、
そ
れ
に
反
し
て
、
あ
ま
た
の
経
験
が
彼
を
疲
れ
さ
せ
、
反
省
さ

せ
、
漸
く
自
己
の
内
燃
を
統
御
す
る
こ
と
を
知
る
と
古
典
的
精
神
と
な
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。」
な
ど
と
記
し
て
い
た
。
昭
和
十
七
年
四
月
に
『
お
ぢ
い
さ

ん
の
ラ
ン
プ
』
の
原
稿
を
送
っ
て
か
ら
も
、
五
月
に
は
第
二
童
話
集
の
話
が
持

ち
上
が
り
、「
牛
を
つ
な
い
だ
椿
の
木
」
や
「
花
の
き
村
と
盗
人
た
ち
」
を
執

筆
し
、
八
月
に
は
評
伝
「
都
築
弥
厚
伝
」
執
筆
の
た
め
取
材
旅
行
に
出
か
け
る

な
ど
活
動
的
だ
っ
た
が
、
年
を
越
え
て
急
に
病
状
が
進
行
し
た
。
第
二
童
話
集

に
向
け
た
最
後
の
仕
事
は
古
典
主
義
的
と
も
い
え
る
〈
民
話
も
の
〉
だ
っ
た
が
、

同
時
期
の
「
狐
」（
昭
18
・
1
頃
）
は
末
尾
で
、
息
子
に
狐
に
な
っ
て
猟
師
に

狙
わ
れ
た
ら
ど
う
す
る
か
問
わ
れ
た
母
が
、
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
お
と
り
に

な
っ
て
い
る
間
に
逃
げ
な
さ
い
と
答
え
、
息
子
は
「
そ
い
ぢ
や
母
ち
や
ん
が
な

し
に
な
つ
て
し
ま
ふ
」
と
泣
き
じ
ゃ
く
る
。
息
子
に
と
っ
て
母
は
優
し
い
と
い

う
よ
り
怖
い
母
に
変
容
す
る
、
実
に
バ
ロ
ッ
ク
的
な
作
品
が
、
ほ
ぼ
最
後
の
作

品
に
な
っ
た
。
賢
治
の
早
世
を
惜
し
ん
だ
南
吉
で
は
あ
っ
た
が
、
賢
治
の
享
年

は
三
十
七
、
南
吉
の
享
年
は
二
十
九
で
あ
っ
た
。

（
1
）
南
吉
の
作
品
や
言
説
の
引
用
は
、『
校
定
新
美
南
吉
全
集
』（
大
日
本
図
書
、

全
十
二
巻
・
別
巻
二
、以
下
『
校
定
全
集
』
）
に
拠
り
、昭
和
八
年
の
日
記
は
、
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渡
辺
正
男
編
『
新
美
南
吉
・
青
春
日
記
―1933

年
東
京
外
語
時
代
』（
明

治
書
院
、
一
九
八
五
・
一
〇
）
に
拠
っ
た
。
漢
字
表
記
を
常
用
漢
字
に
統

一
し
た
。
南
吉
在
世
中
の
年
号
に
は
和
暦
を
用
い
、
そ
の
他
は
西
暦
を

用
い
た
。

（
2
）
賢
治
の
作
品
の
引
用
は
、『
宮
沢
賢
治
全
集
』（
全
十
巻
、
ち
く
ま
文
庫
）

に
拠
り
、
必
要
に
応
じ
て
『
新
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』（
全
十
六
巻
・
別

巻
一
、
筑
摩
書
房
、
以
下
『
新
校
本
全
集
』）
を
参
照
し
た
。
表
記
に
関

し
て
は
南
吉
の
場
合
に
準
じ
た
。

（
3
）
西
田
谷
洋
『
新
美
南
吉
童
話
の
読
み
方
』（
双
文
社
出
版
、
二
〇
一
三
・
七
）

1
―
3
頁

（
4
）『
校
定
全
集
』
第
四
巻
、
441
頁

（
5
）
岩
手
県
図
書
館
に
『
天
才
人
』
の
第
四
輯
と
第
六
輯
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
巽
聖
歌
『
新
美
南
吉
の
生
涯
と
そ
の
手
紙
』（
英
宝
社
、
一
九
六
二
・
四
）

260
―
261
頁

（
7
）
文
圃
堂
版
『
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
一
巻
（
詩
篇
（
一
）、
昭
10
・
7
）、
第

二
巻
（
詩
篇
（
二
）、
昭
10
・
9
）、
第
三
巻
（
童
話
篇
、
昭
9
・
10
）

（
8
）
十
字
屋
書
店
版
『
宮
澤
賢
治
全
集
』（
全
六
巻
・
別
巻
一
、
昭
14
・
6
―

19
・
2
）

（
9
）
松
田
甚
次
郎
編
『
宮
澤
賢
治
名
作
選
』（
羽
田
書
店
、
昭
14
・
3
）。
童

話
14
編
、
詩
27
編
、
戯
曲
4
編
と
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」「
農
民
芸
術
概
論

綱
要
」
な
ど
を
収
め
、
多
く
の
読
者
を
得
た
。「
風
の
又
三
郎
」
は
あ
る

が
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
は
な
い
。

（
10
）『
校
定
全
集
』
別
巻
Ⅰ
、
433
―
437
頁

（
11
）
二
〇
〇
六
年
四
月
に
安
城
高
女
時
代
の
教
え
子
所
蔵
の
『
お
ぢ
い
さ
ん
の

ラ
ン
プ
』
が
新
美
南
吉
記
念
館
（
愛
知
県
半
田
市
）
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ

の
旨
、『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
六
・
五
・
一
一
）
に
「
南
吉
は
賢
治
フ
ァ
ン
」

の
見
出
し
で
、
写
真
を
付
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

（
12
）『
風
の
又
三
郎
』（
羽
田
書
店
、
昭
14
・
12
）
は
、
順
に
「
貝
の
火
」「
風

の
又
三
郎
」「
蟻
と
き
の
こ
」「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ユ
」「
や
ま
な
し
」「
オ

ツ
ペ
ル
と
象
」
を
収
め
た
。

（
13
）
西
田
良
子
「
賢
治
と
南
吉
の
〈
接
点
〉
と
〈
分
岐
点
〉」（
日
本
児
童
文
学

者
協
会
編
『
徹
底
比
較　

賢
治
VS
南
吉
』、
文
溪
堂
、
一
九
九
四
・
六
）

54
、
55
頁

（
14
）
安
藤
恭
子
「〈
謎
〉
を
め
ぐ
る
子
供
た
ち
」（
同
右
『
徹
底
比
較　

賢
治

VS
南
吉
』）

（
15
）
前
掲
（
4
）『
新
美
南
吉
童
話
の
読
み
方
』
1
―
3
頁

（
16
）
鳥
越
信
「
久
助
君
の
話
」
の
「
鑑
賞
」（『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
㉟
児
童
文
学
』

角
川
書
店
、
一
九
八
二
・
七
）
189
頁

（
17
）
谷
悦
子
『
新
美
南
吉
童
話
の
研
究
―
文
学
教
育
の
実
践
を
め
ざ
し
て
ー
』

（
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
八
〇
・
一
〇
）
54
頁
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（
18
）
草
稿
の
記
述
に
拠
っ
た
『
新
校
本
全
集
』
の
本
文
で
は
、
初
日
の
校
庭

で
の
朝
礼
前
に
は
「
五
年
生
の
嘉
助
が
」
と
記
さ
れ
、
朝
礼
で
は
三
郎

も
嘉
助
も
「
四
年
生
の
列
」
に
並
び
、
二
日
目
の
授
業
で
は
三
郎
も
嘉

助
も
複
式
学
級
の
五
年
生
の
課
題
に
取
り
組
み
、
不
統
一
で
あ
る
。
二

つ
の
全
集
と
『
名
作
集
』『
風
の
又
三
郎
』
で
も
「
五
年
生
の
列
」
に
並

ば
せ
、
五
年
生
に
統
一
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
朝
礼
か
ら
教
室
に
入

る
際
に
は
三
郎
も
嘉
助
も
四
年
生
の
後
に
つ
い
て
行
く
マ
マ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
郎
と
嘉
助
は
同
学
年
に
設
定
さ
れ
、「
銀
河
鉄
道

の
夜
」
の
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
よ
う
に
共
振
し
や
す
く
、

一
貫
し
て
六
年
生
に
設
定
さ
れ
た
一
郎
よ
り
も
、
ア
ド
レ
ッ
セ
ン
ス
へ

移
行
す
る
境
界
領
域
の
只
中
に
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
19
）「
広
告
ち
ら
し
」（『
新
校
本
全
集
』
第
十
二
巻
校
異
篇
、
10
頁
）

（
20
）G

・S

・Hall

『Adolescence

：Its 
psychology 

and 
its 

relations 

to physiology and anthropology,sociology,sex,crime,reli

gion,and 
education

』（2vols,1904

）
の
翻
訳
『
青
年
期
の
研
究
』

（
中
島
力
造
・
元
良
勇
次
郎
他
訳
、
同
文
館
、
明
43
・
8
）
は
版
を
重
ね
、

大
正
四
年
に
は
縮
刷
版
に
な
り
、
十
年
に
は
第
六
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
21
）
前
掲
（
7
）『
新
美
南
吉
の
生
涯
と
そ
の
手
紙
』
140
―
141
頁

（
22
）「
広
告
葉
書
」
に
記
さ
れ
た
目
次
と
、「
振
替
用
紙
裏
広
告
文
」
に
記
さ

れ
た
表
題
を
参
照
（『
新
校
本
全
集
』
第
十
二
巻
校
異
篇
、8
―
9
頁
）。

（
23
）
井
上
寿
彦
『
賢
治
、『
赤
い
鳥
』
へ
の
挑
戦
』（
菁
柿
堂
、
二
〇
〇
五
、九
）

83
―
103
頁

（
24
）
小
倉
豊
文
「
新
し
い
古
典
復
刻
の
弁
」、
角
川
文
庫
『
注
文
の
多
い
料
理

店
』
一
九
五
六
・
五
）

（
25
）『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
の
九
篇
は
、
文
圃
堂
版
全
集
に
は
な
く
、
十
字

屋
書
店
版
全
集
第
四
巻
（
昭
15
・
3
）
に
、
配
列
順
を
ほ
ど
か
れ
て
掲

載
さ
れ
た
が
、「
序
」
文
は
そ
の
二
つ
の
全
集
に
も
『
名
作
集
』
に
も
な
い
。

（
26
）
鳥
越
信
「
児
童
文
学
・
総
説
」（
前
掲
（
17
）『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
㉟ 

児
童
文
学
』）
34
頁

（
27
）
浜
野
卓
也
『
新
美
南
吉
の
世
界
』（
新
評
論
、
一
九
七
三
・
六
）
74
頁

（
28
）
西
田
良
子
「
坪
田
譲
治
―
坪
田
文
学
に
お
け
る
「
小
説
」
と
「
童
話
」

―
」（
講
座
日
本
文
学
第
六
巻
『
日
本
の
児
童
文
学
作
家
Ⅰ
』
明
治

書
院
、
一
九
七
三
・
九
）
は
、
例
え
ば
、
同
じ
く
授
業
中
に
呼
子
笛
を
鳴

ら
し
て
し
ま
う
善
太
を
描
い
て
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
迎
え
る
「
引
っ

越
し
」
と
死
に
向
か
う
「
笛
」
を
対
照
し
、「
小
説
で
は
人
生
の
真
実
を

追
求
す
る
た
め
、
現
実
を
直
視
す
る
。」
が
「
童
話
に
人
生
の
明
る
い

面
を
描
い
た
。」
と
、
坪
田
の
創
作
態
度
の
違
い
を
指
摘
し
た
。
本
稿

の
元
と
な
っ
た
口
頭
発
表
（
日
本
近
代
文
学
会
東
北
支
部
夏
季
大
会
、

二
〇
二
三
・
七
・
八
）
に
対
し
て
、宮
川
健
郎
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

「
笛
」
や
私
小
説
的
な
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
祝
祭
」「
蟹
」
な
ど
十
篇
を
収
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め
た
短
編
集
『
お
化
け
の
世
界
』
で
は
、
本
文
で
見
た
よ
う
に
「
お
化

け
の
世
界
」「
善
太
の
四
季
」「
遊
ぶ
子
供
」
に
子
供
た
ち
の
学
年
が
示

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
赤
い
鳥
』
初
出
の
十
六
編
と
未
詳
の
「
熊
」
を

収
め
て
「
童
話
集
」
と
銘
打
っ
た
『
魔
法
』（
健
文
社
、昭
10
・
7
）
で
は
、

「
私
の
尋
常
四
年
の
こ
ろ
の
話
で
す
。」
と
始
ま
る
「
村
の
子
」
を
除
い
て
、

子
供
た
ち
の
学
年
や
年
令
は
示
さ
れ
な
い
。

　
　
　

賢
治
は
晩
年
の
メ
モ
（
創
53
）
で
「
風
野
又
三
郎
」「
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
な
ど
四
作
品
を
「
少
年
小
説
」
に
分
類
し
た
。
南
吉
も
上
京
中
の

昭
和
九
年
頃
に
は
小
説
制
作
を
試
み
て
い
た
し
、
上
田
信
道
「
新
美

南
吉
・
少
年
小
説
の
魅
力
」（https://nob.internet.ne.jp/note/

note_1.html

）
は
、
南
吉
の
〈
久
助
も
の
〉
や
五
年
生
の
春
吉
を
視
点

人
物
と
す
る
「
屁
」
を
「
少
年
小
説
」
と
分
類
し
た
。
賢
治
や
南
吉
や

坪
田
の
一
定
の
作
品
群
を
「
少
年
小
説
」
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。

（
29
）
Ｔ
・
ト
ド
ロ
フ
『
幻
想
文
学　

構
造
と
機
能
』（
渡
辺
明
正
・
三
好
郁
朗
訳
、

朝
日
現
代
叢
書
、
一
九
七
五
・
二
）
53
頁

（
30
）
前
掲
（
14
）『
徹
底
比
較　

賢
治
VS
南
吉
』
146
頁

（
31
）
拙
稿
「
南
吉
童
話
の
プ
ロ
ッ
ト
読
み
」（
下
）（『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国

語
国
文
学
』
第
41
号
、
二
〇
二
二
・
三
）

（
32
）
バ
ロ
ッ
ク
様
式
に
つ
い
て
は
、
竹
内
敏
雄
編
修
『
美
学
事
典
』（
増
補
版
、

弘
文
堂
、
一
九
七
四
・
三
）
の
項
目
「
古
典
主
義
」
を
参
照
し
た
。
古
典

主
義
と
は
「
広
義
で
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
典
的
文
芸
作
品

を
範
と
し
て
そ
れ
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
一
切
の
芸
術
的
傾
向
を
い
う
。

／
こ
の
広
義
で
の
古
典
主
義
に
ふ
く
ま
れ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
は
14
世

紀
イ
タ
リ
ア
に
お
こ
り
、（
略
） 

中
世
の
宗
教
的
・
政
治
的
束
縛
に
対
し

て
、
古
典
の
精
神
を
発
見
し
、
そ
こ
か
ら
自
由
な
人
間
性
の
確
立
を
め

ざ
す
革
新
運
動
で
、
人
文
主
義
（
略
）
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
／
そ
の

後
17
世
紀
前
半
に
造
形
芸
術
を
は
じ
め
、
芸
術
全
般
に
わ
た
っ
て
出
現

し
た
バ
ロ
ッ
ク
様
式
は
、（
略
）
彼
岸
へ
の
欣
求
と
現
世
主
義
、
禁
欲
と

享
楽
主
義
、
神
意
と
自
然
な
ど
の
相
矛
盾
す
る
要
素
が
調
整
さ
れ
る
こ

と
な
く
雑
然
と
併
存
す
る
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
色
は
普
通
抑

圧
さ
れ
た
感
情
の
激
発
、
束
縛
を
解
か
れ
た
空
想
の
表
出
と
解
さ
れ
て

い
る
。
バ
ロ
ッ
ク
も
後
期
に
な
る
と
、誇
張
さ
れ
た
表
現
、比
喩
の
過
剰
、

衒
学
趣
味
等
、
皮
相
な
面
に
の
み
拘
泥
し
た
作
品
が
多
く
な
り
、
本
来

の
精
神
的
躍
動
が
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
た
。
／
狭
義
の
古
典
主
義
は

こ
の
後
に
到
来
し
た
。」〔
傍
線
、
筆
者
〕
と
す
る
。

（
33
）
宮
本
硬
一
「
初
稿
「
風
の
又
三
郎
」
の
面
白
さ
―
風
科
学
の
詩
―
」（『
四

次
元
』
200
号
、
一
九
六
八
・
一
）


